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ミャンマーで大地震
封鎖されたマンダレーへ届けた支援



美
善
の
人じ

ん
か
ん間

浄
土

●
扉
の
言
葉
　
文
・
證
厳
法
師
　
訳
・
済
運

す
べ
て
の
人
の
心
に
愛
が
あ
り
、

絶
え
ず
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、

宗
教
の
垣
根
を
超
え
て
、

敬
虔
な
心
で
お
互
い
に
祝
福
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

三
業
が
純
粋
無
垢
で
、
心
を
一
つ
に
善
の
道
を
歩
め
ば
、

福
と
慧
は
円
満
に
成
長
し
、

こ
の
世
は
美
し
く
正
し
い
浄
土
と
な
る
で
し
ょ
う
。

撮影・鄭洊宏　台北市・中正紀念堂の灌仏会
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過
去
数
カ
月
間
の
月
刊
誌
『
慈
済
』
が
報
じ
た
時
事
問
題
を
振
り
返
る
と
、
い
つ
も
天

災
と
人
災
に
よ
る
喜
び
と
悲
し
み
や
出
会
い
と
別
れ
が
織
り
交
ざ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

二
月
号
に
は
、
ト
ル
コ
の
マ
ン
ナ
ハ
イ
国
際
学
校
の
成
り
立
ち
と
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

昨
年
末
に
来
台
し
た
シ
リ
ア
人
教
師
た
ち
は
、
来
る
途
中
で
十
三
年
に
及
ぶ
内
戦
が
終
結

し
、
自
分
た
ち
は
も
は
や
難
民
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
三
月
号
と
四
月
号

で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
住
宅
に
迫
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
山
火
事
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
今
年
の
災
害
の
規
模
は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
だ
っ
た
。
三
月
号
の
表
紙

を
飾
っ
た
の
は
、
旧
正
月
を
前
に
発
生
し
た
台
湾
嘉
義
県
大
埔
郷
の
地
震
被
害
の
様
子
だ
。

慈
済
は
、
今
で
も
台
南
の
被
災
地
で
恒
久
住
宅
を
建
設
す
る
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

月
刊
誌
『
慈
済
』
五
月
号
の
報
道
内
容
を
確
認
す
る
と
、
世
の
中
が
未
だ
混
乱
し
て
い

る
こ
と
に
た
め
息
が
出
る
。
三
月
二
十
八
日
、
強
い
地
震
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
部
を
襲
い
、

華
人
の
間
で
は
「
瓦
城
」
と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
い
る
マ
ン
ダ
レ
ー
と
そ
の
周
辺
地
域
で
は
、

三
千
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
の
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
現
地
に
支
援
物
資
を
届
け
よ
う
と
し
て
い

た
が
、
国
際
メ
デ
ィ
ア
は
ア
メ
リ
カ
の
関
税
政
策
に
よ
る
経
済
的
影
響
に
焦
点
を
あ
て
て

い
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
事
政
権
は
四
月
二
日
、
災
害
救
助
を
進
め
る
た
め
、
四
月
二
十
二
日

ま
で
内
戦
の
一
時
停
止
を
発
表
し
た
。
す
で
に
被
災
地
に
入
っ
て
い
た
ヤ
ン
ゴ
ン
の
慈
済

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
停
戦
を
機
に
積
極
的
に
病
院
や
寺
院
、
孤
児
院
、
避
難
所
を
慰

問
し
、
キ
ャ
ン
バ
ス
生
地
や
福
慧
ベ
ッ
ド
、
飲
料
水
、
食
料
な
ど
の
物
資
を
寄
贈
し
た
。

文
・
呂
祥
芳
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
副
編
集
長
） 

訳
・
善
耕

一
歩
一
歩
は
大
変
で
も
価
値
が
あ
る

編
集
者
の
言
葉
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ま
た
、
「
仕
事
を
与
え
て
支
援
に
代
え
る
」
方
式
で
村
民
た
ち
に
、
被
害
を
受
け
た
寺
院

や
村
落
に
仮
設
住
宅
を
建
て
る
手
伝
い
を
要
請
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
国
際
援
助
機
構
や
現

地
の
華
人
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
中
長
期
的
支
援
に
向
け
た
さ
ら
な
る
情
報
を
収
集

し
た
。

直
近
十
年
間
の
世
界
寄
付
指
数(

Ｗ
Ｇ
Ｉ)

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
長
い

間
連
続
し
て
第
一
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
最
も
慈
善
活
動
に
熱
心
な
国
と
称
す
る
に

相
応
し
い
。
一
方
で
、
直
近
の
四
年
間
は
、
内
戦
や
政
情
不
安
、
物
価
高
騰
の
中
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
慈
善
貧
困
救
済
を
進
め
て
き
た
。

慈
済
の
世
界
に
お
け
る
慈
善
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
百
三
十
六
の
国
と
地
域
に
及
ん
で
お

り
、
六
十
八
の
国
と
地
域
に
は
支
部
ま
た
は
連
絡
所
を
設
立
し
て
い
る
。
少
し
ず
つ
ゼ
ロ

か
ら
歩
み
始
め
て
困
難
な
過
程
を
経
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
例
に

挙
げ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
、
十
万
人
の
犠
牲
者
が
出
た
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
の
際
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
各
国
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
、
初
め
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
被
災
地
緊
急
援
助
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
が
被
害
を
受
け
た
農
民

を
助
け
る
た
め
に
種
籾
を
配
付
す
る
と
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
人
が
次
か
ら
次
へ

と
現
れ
、
「
米
貯
金
」
で
人
助
け
す
る
と
い
う
善
行
を
促
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今

年
マ
ン
ダ
レ
ー
で
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
彼
ら
は
直
ち
に
被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
。

毎
年
旧
暦
三
月
二
十
四
日
は
、
慈
済
の
創
設
記
念
日
で
あ
る
。
今
年
の
四
月
二
十
一
日

よ
り
、
慈
済
は
創
設
六
十
年
目
に
入
っ
た
。
そ
の
日
、
イ
ン
ド
と
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
台
湾
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
イ
ン
ド
の
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
に
あ
る
霊
鷲
山
の
頂

上
で
、
仏
陀
が
『
法
華
経
』
を
講
釈
し
た
香
堂
跡
と
、
静
思
精
舎
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朝
の

会
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
梵
唄
で
『
無
量
義
経
』
を
敬
虔
に
唱
和
し
た
。
そ
の
後
、

静
思
精
舎
と
各
国
の
連
絡
所
で
も
朝
山
礼
拝
が
行
わ
れ
、
皆
は
心
を
合
わ
せ
、
世
界
の
紛

争
終
結
と
平
穏
無
事
を
祈
っ
た
。
（
慈
済
月
刊
七
〇
二
期
よ
り
）



封
鎖
さ
れ
た
マ
ン
ダ
レ
ー
へ
届
け
た
支
援

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
大
地
震

写
真
編
集
・
黄
筱
哲
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
撮
影
者
）

今月の
特集

美
し
く
精
緻
な
パ
ゴ
ダ
（仏
塔
）芸
術
の
至
宝
と
、
異
な
る
陣
営
の
武
力
衝
突
が
併
存
す
る
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
。

こ
の
美
と
哀
し
み
の
間
で
生
き
る
人
々
に
、
マ
ン
ダ
レ
ー
大
地
震
は
、
さ
ら
な
る
苦
難
を
も
た
ら
し
た
…
…
。

マンダレー市近郊の古都インワは、ミャンマー仏教史
において、経典が集結し、仏教芸術が花開いた重要
な拠点であった。そのインワにあるマハシュエター
ロン・パゴダも地震で損壊した。（撮影・怡夢丹）
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深
刻
な
被
害

ザ
ガ
イ
ン
断
層
の
一
部
で
発
生
し
た
大
地
震
。
一
八
三
九
年
以

来
、
お
よ
そ
二
百
年
に
わ
た
り
沈
黙
を
保
っ
て
い
た
断
層
が
、

一
気
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
た
。
そ
の
規
模
は
甚
大
で
、
マ
ン

ダ
レ
ー
市
内
で
は
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
た
。

マ
ン
ダ
レ
ー
市
に
あ
る
マ
ソ
エ
イ
ン
僧
院
は
、
古
く
か
ら
僧
侶

育
成
の
中
心
地
で
あ
り
、
国
内
外
の
仏
教
学
者
が
集
う
学
び
舎

で
も
あ
っ
た
（右
の
写
真
）。
地
震
発
生
時
、
僧
院
内
で
は
大
勢

の
若
い
僧
侶
た
ち
が
、
上
座
部
仏
教
の
学
問
体
系
に
お
け
る

ダ
ン
マ
チ
ャ
リ
ヤ
学
位
の
僧
侶
試
験
を
受
け
て
い
る
最
中
だ
っ

た
の
で
、
建
物
の
損
壊
に
よ
り
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。

（右
・
金
夢
玲
撮
影
。
　左
・
郭
威
陽
撮
影
）
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信
仰

マ
ン
ダ
レ
ー
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
近
代
仏
教
史
に
お

け
る
中
心
地
の
一
つ
で
あ
り
、
寺
院
や
パ
ゴ
ダ

（仏
塔
）の
建
築
は
芸
術
の
現
れ
で
あ
る
。
市
内

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ま
る
で
仏
教
博
物
館
に

来
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
受
け
る
。

古
都
イ
ン
ワ
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
歴
史
に
お
い

て
、
多
く
の
王
朝
が
都
を
構
え
て
き
た
場
所
だ

が
、
九
百
余
り
に
の
ぼ
る
歴
史
的
建
造
物
、
パ
ゴ

ダ
、
寺
院
が
損
壊
し
、
そ
の
数
は
全
体
の
九
割
近

く
に
達
す
る
。
（右・郭
威
陽
撮
影
　。左・怡
夢
丹
撮
影
）
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痛
み
と
悲
し
み

災
害
直
後
は
重
機
が
な
く
、
人
々
は
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
負
傷
者

を
素
手
で
掘
り
出
す
し
か
な
か
っ
た
。
救
出
で
き
た
と
し
て
も
、
医
療
資
源
の
不
足

に
よ
り
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。

マ
ン
ダ
レ
ー
中
央
病
院
の
主
要
棟
も
被
災
し
、
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
。
病
院
側

は
、
周
囲
の
空
き
地
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
て
仮
設
病
棟
と
し
た
（左
の
写
真
）。
日

中
の
気
温
は
四
十
度
に
も
達
し
、
医
療
体
制
も
限
界
を
大
き
く
超
え
て
い
た
。
支
援

団
体
は
テ
ン
ト
を
持
ち
込
み
、
臨
時
避
難
所
を
設
置
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
。
（撮
影
・
怡
夢
丹
）



2025・717 慈済ものがたり 16

く
続
い
て
い
た
の
だ
。
誰
も
家
の
中
で
眠
る
勇

気
は
な
か
っ
た
。
夕
方
、
姜
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
手
に
、
市
内
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所

に
向
か
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
試

み
、
そ
し
て
、
よ
う
や
く
李
さ
ん
か
ら
の
電
話

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

李
さ
ん
は
姜
さ
ん
に
、
購
入
し
た
物
資
を
受

け
取
っ
て
、
直
ち
に
配
付
の
手
伝
い
を
し
て
く

れ
る
人
を
探
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
翌
日
、

姜
さ
ん
は
友
人
を
呼
び
集
め
、
共
に
物
資
を
受

け
取
り
に
行
き
、
被
害
が
最
も
深
刻
だ
と
聞
い

て
い
た
地
域
―
―
震
源
か
ら
わ
ず
か
十
キ
ロ
余

り
の
距
離
に
あ
り
、
華
人
が
俗
に
「
瓦
城
」
と

呼
ぶ
、
マ
ン
ダ
レ
ー
地
方
の
州
都
マ
ン
ダ
レ
ー

省
し
て
い
た
。
李
さ
ん
は
慈
済
ミ
ャ
ン
マ
ー
連

絡
所
の
責
任
者
で
あ
り
、
彼
女
も
、
母
方
の
叔

父
の
姜
栄
華
さ
ん
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
生
ま
れ

育
っ
た
華
人
で
あ
る
。
地
震
を
知
っ
た
李
さ
ん

は
、
急
い
で
家
族
や
友
人
に
連
絡
し
て
安
否
を

確
認
す
る
と
同
時
に
、
緊
急
支
援
物
資
の
購
入

と
配
付
を
手
配
し
た
。

姜
さ
ん
が
車
で
帰
宅
す
る
途
中
、
目
に
し
た

の
は
倒
壊
し
た
多
く
の
建
物
だ
っ
た
。
自
宅
に

た
ど
り
着
く
と
、
至
る
所
に
物
が
散
乱
し
て
い

た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
家
族
も
建
物
も
無
事
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
散
ら
か
っ
た
物
を
片
付
け
、

そ
の
晩
は
屋
外
で
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と
に
し
、

準
備
を
整
え
た
。
何
し
ろ
、
余
震
が
絶
え
間
な

三
月
二
十
八
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
時
間
の

十
二
時
五
十
分
。
車
に
乗
っ
て
い
た
姜

栄
華
（
ジ
ャ
ン
・
ロ
ン
フ
ワ
）
さ
ん
は
、
波
に

打
た
れ
た
か
の
よ
う
に
車
体
が
揺
れ
る
の
を
感

じ
た
。
彼
は
す
ぐ
に
気
づ
い
た
―
―
地
震
だ
。

道
行
く
バ
イ
ク
は
次
々
に
停
車
し
、
家
々
か
ら

は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
人
々
が
飛
び
出
し
て
き

た
。
揺
れ
は
一
分
近
く
続
い
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
、
以
前
の
も
の
よ
り
も
長
か
っ
た
。
揺
れ
が

収
ま
る
と
、
彼
は
車
を
降
り
、
泣
い
て
い
る
人

を
慰
め
た
。
「
大
丈
夫
で
す
よ
。
逃
げ
出
し
て

き
た
ん
だ
か
ら
。
こ
こ
は
安
全
で
す
」
。

こ
の
時
、
マ
ン
ダ
レ
ー
地
方
に
い
た
姜
さ
ん

は
、
ま
だ
被
害
の
深
刻
さ
に
完
全
に
は
気
づ
い

て
い
な
か
っ
た
。
同
日
の
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査

所
（
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
の
観
測
に
よ
れ
ば
、
モ
ー
メ
ン

ト
ス
ケ
ー
ル
で
七
・
七
と
計
測
さ
れ
、
震
源
の

深
さ
わ
ず
か
十
キ
ロ
と
い
う
極
浅
発
地
震
で
あ

り
、
破
壊
力
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
後
に

犠
牲
者
が
数
千
人
に
の
ぼ
る
こ
と
も
判
明
し
た

こ
の
地
震
は
、
マ
ン
ダ
レ
ー
大
地
震
と
命
名
さ

れ
た
。

地
震
当
日
、
李
金
蘭
（
リ
ー
・
ジ
ン
ラ
ン
）

さ
ん
は
折
し
も
台
湾
人
の
夫
と
共
に
台
湾
へ
帰

文‧

周
伝
斌
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
執
筆
者
）
訳
・
高
雄
外
国
語
チ
ー
ム
日
本
語
組
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タイ

ミャンマー

震度
9

7

5

8

6

4

マンダレー
ザガイン市

ヤンゴン

バンコク

ネピドー

首都
震源 国境

ウ
ェ
イ
）
さ
ん
は
目
に
し
た
光
景
を
こ
う
描
写

し
た
。
「
十
数
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
四
棟
の

う
ち
、
三
棟
は
粉
々
で
、
土
の
山
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
残
り
の
一
棟
も
ほ
と
ん
ど
崩
れ
て

い
て
、
四
階
と
五
階
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
」
。

地
震
発
生
後
、
三
日
間
に
わ
た
り
、
姜
さ
ん

は
毎
日
、
パ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
機

能
性
飲
料
を
被
災
地
の
災
害
救
助
隊
員
に
届
け

た
。
彼
は
「
黄
金
の
七
十
二
時
間
」
に
、
少
し

で
も
貢
献
し
た
い
と
願
っ
た
。
軍
事
政
権
は
国

際
社
会
に
対
し
、
異
例
の
支
援
要
請
を
行
い
、

多
く
の
国
が
救
助
隊
を
派
遣
し
た
が
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
重
機
が
不
足
し
て
い
る
上
に
、
被

市
に
届
け
た
。
現
地
に
到
着
し
た
彼
ら
は
、
現

場
を
封
鎖
し
て
い
た
軍
と
長
時
間
に
わ
た
り

交
渉
を
続
け
、
よ
う
や
く
立
ち
入
り
許
可
を

得
た
。

被
災
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
姜
さ
ん
は
、

あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
に
言
葉
を
失
っ
た
。
彼
は

目
の
前
の
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ
（Sky 

Villa

）
を

見
つ
め
て
い
た
。「
心
が
痛
み
ま
す
。
言
葉
に
な

り
ま
せ
ん
。
全
部
、
倒
れ
て
い
る
の
で
す
…
…
」。

姜
さ
ん
は
一
週
間
後
に
電
話
取
材
に
応
じ
た
時

も
ま
だ
口
調
は
重
く
、
当
時
の
状
況
を
言
葉
少

な
に
語
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
二
週

間
近
く
後
に
同
じ
場
所
を
訪
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
王
慈
惟
（
ウ
ォ
ン
・
ツ
ー

マンダレー大地震
発生日：3 月 28 日
時間：日本時間 15 時 20 分
震源：マンダレー市付近
震源の深さ：10 km
モーメント・マグニチュード（ＭＷ）：7.7
ローカル・マグニチュード（ＭＬ）：8.2

ミャンマー概要

死者   3,655 人
負傷者　4,824 人
行方不明者　129 人

（2025年4月20日現在の統計）

強い揺れは、人口が密集する
中部地域に深刻な被害をも
た ら し た。198,623 人 が 家
を失い、地震発生から 18 日
が経過した時点でも、なお
41,733 人が 145 カ所の避難
所で避難生活を送っていた。

1948 年、60 年以上にわたるイ
ギリスの植民地支配から独立し、
ビルマ連邦を建国（現在のミャン
マー連邦共和国）

人口：5,700 万人。主要民族は
8つで、ビルマ族が最多の 68％を
占める。公用語はミャンマー語。

宗教：80％が仏教徒

一人当たりのＧＤＰ：1200 米ドル

面積：台湾の 18.7 倍
         （日本の約 1.8 倍）

主な自然災害：地震とサイクロン

●

●

●

●

●
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テ
ィ
ア
に
、
利
用
可
能
な
資
源
を
確
認
し
て

も
ら
っ
た
。
各
国
に
お
い
て
物
資
の
準
備
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
が
、
そ
れ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

内
に
届
い
て
こ
そ
意
味
を
持
つ
。
そ
の
数
日

間
、
梁
さ
ん
と
同
僚
た
ち
が
最
も
心
配
し
て

い
た
こ
と
―
―
そ
れ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が

国
外
か
ら
の
人
道
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
を
許

可
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
国
内
に
届
い
た
と

し
て
も
、
現
地
の
慈
済
人
自
ら
が
そ
れ
を
受
け

取
り
、
住
民
に
直
接
配
付
で
き
る
か
ど
う
か
と

災
地
の
範
囲
の
広
さ
や
猛
暑
な
ど
の
要
因
が
重

な
り
、
救
助
活
動
は
難
航
し
、
劇
的
な
進
展
を

見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

国
際
緊
急
援
助
体
制
が
ス
タ
ー
ト

災
害
直
後
、
被
災
地
が
最
も
必
要
と
し
て
い

た
の
は
、
き
れ
い
な
飲
み
水
、
医
療
ケ
ア
、
医

薬
品
、
そ
し
て
避
難
所
で
あ
っ
た
。
国
連
人
道

問
題
調
整
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
が
運
営
す
る

リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
赤
十
字
社
（
Ｍ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
）
と
赤
新
月
社
国

際
聯
合
会
は
、
地
震
発
生
後
た
だ
ち
に
国
内
の

備
蓄
物
資
を
配
付
し
た
。
四
月
中
旬
現
在
の
統

計
に
よ
る
と
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で

は
百
七
十
ト
ン
近
く
の
医
薬
品
、
医
療
器
材
、

テ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
た
。

姜
さ
ん
が
被
災
地
を
訪
れ
、
慈
済
を
代
表
し

て
最
初
の
物
資
を
届
け
た
頃
、
各
国
の
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
緊
急
災
害
援
助
の
た
め
の
物
資

の
調
整
を
開
始
し
て
い
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
慈
済
事
務
を
担
当
す
る
慈
済
基

金
会
宗
教
処
ス
タ
ッ
フ
の
梁
思
諭
（
リ
ャ
ン
・

ス
ー
ユ
）
さ
ん
は
、
地
震
発
生
後
た
だ
ち
に
周

辺
国
の
慈
済
事
務
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち

と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
中
国
な
ど
の
慈
済
ボ
ラ
ン

４
月
１
１
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
ザ
ガ
イ
ン
市

で
災
害
調
査
を
行
っ
た
。
ト
ゥ
エ
・
ト
ゥ
エ
・
ル

ウ
ィ
ン
さ
ん
は
兄
と
姉
を
失
っ
た
悲
し
み
を
隠
せ
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
他
の
被
災
者
に
米
を
寄
贈
し

た
。
（
撮
影
・
郭
威
陽
）
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だ
落
ち
着
か
な
い
気
持
ち
で
待
つ
ほ
か
に
す
べ

は
な
か
っ
た
。

複
数
ル
ー
ト
で
被
災
地
を
調
査

李
金
蘭
さ
ん
は
、
四
月
一
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

南
部
の
ヤ
ン
ゴ
ン
に
戻
っ
た
。
地
震
発
生
か
ら

五
日
目
の
四
月
二
日
、
李
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
郭
宝
鈺
（
グ
ォ
・
バ
オ
ユ
ー
）
さ
ん
、
温

斯
郎
（
ウ
ェ
ン
・
ス
ー
ロ
ン
）
さ
ん
の
二
人
は

グ
ル
ー
プ
を
率
い
て
、
現
地
調
査
の
た
め
に

マ
ン
ダ
レ
ー
に
入
っ
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
車
で

八
時
間
ほ
ど
の
道
の
り
で
あ
っ
た
が
、
地
震
に

よ
っ
て
道
路
が
陥
没
し
、
損
壊
し
て
い
た
た
め
、

れ
た
日
、
張
さ
ん
は
政
府
機
関
に
勤
め
る
友

人
か
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

物
資
を
送
る
計
画
を
立
て
て
い
る
と
の
情
報

を
受
け
取
っ
た
。
張
さ
ん
は
こ
の
重
要
な
情

報
を
た
だ
ち
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
慈
済
チ
ー
ム
に

報
告
し
、
物
資
の
申
請
と
人
員
動
員
の
手
続
き

を
開
始
し
た
。

今
回
の
軍
用
機
に
よ
る
輸
送
は
、
国
と
国
の

交
渉
次
第
で
あ
り
、
関
係
機
関
は
な
か
な
か

出
発
日
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
各
国
・
地
域
の
慈
済
人
が

救
援
物
資
を
揃
え
た
と
し
て
も
、
も
し
他
の

民
間
組
織
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
救
援
物
資
の
輸

送
を
申
請
し
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
、
た

気
予
報
で
は
サ
イ
ク
ロ
ン
の
接
近
が
予
想
さ
れ

て
い
た
。
予
想
外
だ
っ
た
の
は
、
四
月
五
日
夜

八
時
、
マ
ン
ダ
レ
ー
で
大
雨
が
降
り
始
め
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
姜
さ
ん
は
、
「
あ
あ
、
ひ
ど
い

雨
だ
。
被
災
者
た
ち
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
…
…
」
と
、
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
。

各
国
で
物
資
の
準
備
が
整
っ
て
も
、
そ
れ
を

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
四
月
三
日
ま
で
不
透
明
だ
っ
た
。
マ
レ
ー

シ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
張
済
玄
（
ヅ
ァ
ン
・

ジ
ー
シ
ュ
ェ
ン
）
さ
ん
は
、
二
〇
〇
八
年
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
襲
っ
た
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ

ス
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
寄
り

添
っ
て
き
た
。
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら

い
う
点
で
あ
っ
た
。

準
備
中
の
物
資
に
は
、
福
慧
ベ
ッ
ド
、
毛
布
、

蚊
帳
、
テ
ン
ト
、
保
存
食
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
屋
外
で
野
宿
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者
を
想
定
し
、
雨
風
や

地
表
か
ら
の
湿
気
と
熱
、
蚊
な
ど
を
防
ぎ
つ
つ
、

安
心
し
て
休
め
る
臨
時
の
避
難
所
を
提
供
す
る

た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

地
震
発
生
後
、
多
く
の
人
が
街
角
や
近
隣
の

空
き
地
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
姜
さ
ん
は
、

物
資
を
配
付
し
て
い
た
時
、
夜
間
に
蚊
な
ど
に

悩
ま
さ
れ
る
問
題
に
気
づ
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
テ
ン
ト
も
な
く
、
地
面
に
毛
布
を
一
枚

だ
け
敷
い
て
寝
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
頃
、
天



2025・725 慈済ものがたり 24

マハガンダーヨン僧院では、多くの僧坊が損

壊した。ボランティアたちは雨季に備え、夜

を徹して、寺院後方の空き地に防水テントを

設置する計画を立てた。（上・トゥエ・トゥエ・

マウン撮影）

マンダレーの或る体育館では、２００戸以上が

トラックの上に蚊帳を張って避難生活を送って

いた。ボランティアたちは夜間に被災者を見守

り、支援した。（右・郭威陽撮影）
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到
着
ま
で
に
十
三
時
間
を
要
し
た
。
マ
ン
ダ

レ
ー
空
港
お
よ
び
マ
ン
ダ
レ
ー
へ
通
じ
る
道
路

の
損
壊
で
、
救
援
活
動
に
必
要
な
人
員
や
物
資

の
輸
送
時
間
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
は
間
違

い
な
か
っ
た
。

現
地
調
査
チ
ー
ム
の
主
な
任
務
に
は
、
マ
ン

ダ
レ
ー
各
地
区
の
被
害
状
況
と
ニ
ー
ズ
を
全
面

的
に
把
握
す
る
こ
と
に
加
え
、
病
院
や
寺
院

な
ど
の
重
要
拠
点
を
訪
問
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
寺
院
は
、
災
害
時
に
は
宗
教
施

設
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
避
難
所
や
炊

き
出
し
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
今
回
の
地
震
で
は
多
く
の
寺
院
が
被
災

し
て
お
り
、
寺
院
の
側
に
対
し
て
も
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。
證
厳
法
師
は
弟
子
た
ち
に
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
み
な
ら
ず
、
寺
院
、

孤
児
院
、
介
護
施
設
や
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
、
見

過
ご
さ
れ
が
ち
な
街
の
片
隅
に
も
足
を
運
ぶ
よ

う
、
特
に
念
を
押
し
た
。

国
外
か
ら
の
物
資
は
ま
だ
届
い
て
い
な
か
っ

た
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

地
震
発
生
か
ら
三
日
以
内
に
、
大
量
の
物
資
を

配
付
す
る
な
ど
、
す
で
に
多
く
の
こ
と
を
行
っ

て
い
た
。
姜
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
慈
済
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
な
か
っ
た
が
、
慈
済
に
協
力
し
て
、

被
害
の
深
刻
な
地
域
や
病
院
に
、
約
四
千
人
分

の
パ
ン
、
飲
料
水
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

の
慈
済
の
物
資
を
届
け
た
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
林
治
民
（
リ
ン
・

ヅ
ー
ミ
ン
）
さ
ん
と
そ
の
家
族
も
、
現
地
で

二
百
五
十
個
の
弁
当
を
災
害
救
助
の
最
前
線
で

活
動
す
る
救
助
隊
員
た
ち
に
提
供
し
た
。

林
さ
ん
と
、
二
〇
〇
八
年
の
サ
イ
ク
ロ
ン
以

降
、
慈
済
に
協
力
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
実

業
家
・
林
銘
慶
（
リ
ン
・
ミ
ン
チ
ン
）
さ
ん
の
二

人
は
、
国
外
か
ら
の
物
資
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内

に
搬
入
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
慈
済
は
、
当
初
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
軍
の
協
力
に
よ
り
四
月
三
日
に
、
発
電

機
五
台
と
生
活
用
品
千
セ
ッ
ト
以
上
を
送
る

予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
計
画
が
棚
上
げ

と
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
物
資
の
準
備

を
懸
命
に
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、

当
然
な
が
ら
落
胆
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
何
よ
り

悲
し
か
っ
た
の
は
、
こ
の
物
資
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
被
災
者
の
助
け
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。

一
方
そ
の
頃
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
慈
済
チ
ー
ム

は
ひ
た
す
ら
通
知
を
待
ち
続
け
て
い
た
。
最
初

は
四
月
二
十
三
日
と
さ
れ
て
い
た
が
、
四
月

十
二
日
に
早
ま
り
、
最
終
的
に
四
月
七
日
に
決

ま
っ
た
。
通
知
が
届
い
た
の
は
四
月
三
日
で
、

各
地
か
ら
必
要
な
物
資
を
調
達
し
、
輸
送
し
、

搭
載
す
る
ま
で
に
は
、
残
さ
れ
た
時
間
は
三
日

し
か
な
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
と
っ

て
、
ま
さ
に
時
間
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
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４月４日、慈済ヤンゴン連絡所からマンダレー

の被災地に届けられた福慧ベッド（左の写真）

は、災害救助隊や病院に優先的に提供された。

４月７日午前、マレーシアのボランティア、張

済玄さん（右の写真・右から２番目）、李済瑯

さん（右の写真・右から１番目）は、マレーシア

空軍に同行し、福慧ベッドと毛布をミャンマー

に届けた。（左・陳勇華撮影　右・張済玄提供）
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現
地
で
調
達
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告
に
よ
る
と
、
他
の
多
く

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
食
料
品
を
配
付
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
」
と
、
梁
さ
ん
が
説
明
し
た
。

毎
日
悲
痛
な
物
語
を
耳
に
す
る

震
災
当
日
五
十
人
だ
っ
た
犠
牲
者
数
は
、
四

月
一
日
の
統
計
で
は
二
千
人
余
り
に
達
し
、
四

月
中
旬
に
は
三
千
六
百
人
を
超
え
た
。
「
多

く
の
建
物
が
ま
だ
手
つ
か
ず
で
、
大
勢
の
人
が

瓦
礫
の
下
に
埋
も
れ
た
ま
ま
で
す
…
…
」
と
、

李
さ
ん
は
花
蓮
本
部
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
で

語
っ
た
。

完
了
し
、
慈
済
に
引
き
渡
さ
れ
、
慈
済
が
直
接

配
付
計
画
を
実
行
し
た
。

林
銘
慶
さ
ん
と
林
治
民
さ
ん
は
、
許
可
を
得

る
た
め
、
多
方
面
の
、
様
々
な
機
関
に
問
い
合

わ
せ
た
。
四
月
五
日
、
慈
済
は
外
務
大
臣
か
ら
、

民
間
組
織
の
名
義
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
物
資
を
寄

贈
す
る
た
め
の
、
大
筋
の
同
意
を
得
た
。
空
輸

す
る
物
資
は
、
災
害
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

柔
軟
に
調
整
さ
れ
た
。
福
慧
ベ
ッ
ド
、
現
地
で

調
達
し
た
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
、
寝
袋
、
蚊
帳
等

の
ほ
か
、
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
に
、
医
療
用
防
護

用
品
、
保
存
食
と
、
数
は
い
ず
れ
も
千
単
位
と

な
っ
た
。
今
回
の
支
援
物
資
は
、
生
活
用
品
が

中
心
で
あ
っ
た
。
「
食
料
品
は
、
で
き
る
だ
け

た
の
は
、
五
百
二
十
台
の
福
慧
ベ
ッ
ド
の
う

ち
、
八
十
台
の
み
で
あ
っ
た
。
「
幸
運
に
も
、

六
百
九
十
枚
の
毛
布
は
す
べ
て
載
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
張
さ
ん
は
明
る
く
振
り
返
っ

た
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
状
況
に
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
感
謝
の
心
で
対
応
す
る
の

を
忘
れ
な
か
っ
た
。

今
回
の
物
資
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ネ
ピ
ド
ー

軍
用
空
港
に
到
着
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
支
部
の

郭
済
縁
（
グ
オ
・
ヅ
ァ
イ
ユ
エ
ン
）
執
行
長
の

仲
立
ち
、
そ
し
て
、
林
銘
慶
さ
ん
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
赤
十
字
社
社
長
と
の
調
整
を
経
て
、
ネ
ピ

ド
ー
赤
十
字
本
社
副
社
長
の
丁
町
皚
（
デ
ィ
ン
・

デ
ィ
ン
ア
イ
）
医
師
の
協
力
で
通
関
手
続
き
を

第
一
陣
の
物
資
は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

二
十
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
ケ
ダ
州
に

あ
る
慈
済
人
・
劉
炳
坤
（
リ
ュ
ウ
・
ビ
ン
ク
ン
）

さ
ん
の
ゴ
ム
加
工
工
場
に
集
結
し
た
。
彼
ら
は

福
慧
ベ
ッ
ド
を
一
台
一
台
高
く
積
み
上
げ
、
工

業
用
フ
ィ
ル
ム
で
梱
包
し
て
固
定
し
た
。
工
場

で
働
い
て
い
た
二
十
人
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
ス
タ
ッ

フ
も
、
こ
れ
ら
の
物
資
が
自
国
へ
運
ば
れ
る
と

知
り
、
終
業
後
も
進
ん
で
運
搬
を
手
伝
っ
た
。

慈
済
チ
ー
ム
は
物
資
を
マ
レ
ー
シ
ア
空
軍
基

地
に
届
け
る
と
共
に
、
赤
十
字
や
他
の
慈
善
団

体
と
ス
ペ
ー
ス
を
調
整
し
た
。
四
月
七
日
早

朝
、
最
終
的
に
軍
用
機
へ
の
積
載
が
許
可
さ
れ
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４
月
４
日
、
福
慧
ベ
ッ
ド
の
第
一
陣
が
被
災
地
に
到
着
し
た
。
マ
ン
ダ
レ
ー
整
形
外
科
病
院
の

仮
設
入
院
区
で
は
、
そ
れ
以
降
、
患
者
た
ち
が
地
面
で
生
活
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

こ
の
災
害
支
援
設
備
の
開
発
構
想
は
、
２
０
１
０
年
の
パ
キ
ス
タ
ン
洪
水
支
援
に
端
を
発
す
る
。

生
後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
泥
だ
ら
け
の
冷
た
い
地
面
に
寝
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
上
面
に

通
気
孔
が
あ
り
、
３
０
セ
ン
チ
の
高
さ
が
あ
る
「
福
慧
ベ
ッ
ド
」
を
開
発
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
福
慧
ベ
ッ
ド
は
人
の
手
だ
け
で
設
置
で
き
、
折
り
た
た
ん
で
運
搬
で
き
る
う
え
、
湿

気
の
多
い
環
境
に
も
対
応
し
て
い
る
。
（
撮
影
・
陳
勇
華
）
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す
る
暑
さ
の
中
、
地
面
か
ら
の
熱
気
で
、
ゆ
っ

く
り
休
む
の
は
難
し
か
っ
た
。
地
面
か
ら
高
さ

が
あ
り
、
通
気
性
に
も
優
れ
た
福
慧
ベ
ッ
ド
な

ら
、
横
に
な
っ
て
も
座
っ
て
も
快
適
で
あ
り
、

真
の
意
味
で
心
身
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

間
近
に
迫
る
雨
季
に
備
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
は
「
仕
事
を
与
え
て
支
援
に
代
え
る
」
方

式
で
、
雇
っ
た
住
民
に
雨
避
け
の
設
置
作
業
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。
テ
ン
ト
生
地
や
竹
竿
、
む

し
ろ
な
ど
の
資
材
は
慈
済
が
提
供
し
た
。
村
人

の
コ
ー
・
ア
ウ
ン
・
ク
ワ
レ
さ
ん
は
、
震
災
で

妻
が
頭
と
手
に
怪
我
を
負
っ
た
と
い
う
。
被

災
者
雇
用
で
三
万
チ
ャ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た

彼
は
、
「
こ
れ
で
妻
を
病
院
に
連
れ
て
行
け
る
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
手
分
け
し
て
、
病
院
、

寺
院
、
孤
児
院
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
訪
問
し
て
、

ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
っ
た
。
保
存
食
や
飲
料
水
、

洗
面
用
具
、
サ
ニ
タ
リ
ー
用
品
な
ど
、
現
地
で

調
達
可
能
な
も
の
は
、
す
ぐ
に
購
入
し
て
届
け

た
。
特
に
、
孤
児
院
や
シ
ェ
ル
タ
ー
に
暮
ら
す

少
女
た
ち
や
、
寺
院
の
沙
弥
尼
（
尼
僧
見
習
い
）

に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
日
用
品
の
存
在
が

大
き
な
安
心
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
福
慧
ベ
ッ
ド
は
、
被
災
者
、
患
者
、

そ
し
て
多
忙
を
極
め
る
医
療
従
事
者
の
い
ず
れ

に
と
っ
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
地

震
発
生
後
、
多
く
の
人
々
は
屋
外
に
む
し
ろ
を

敷
い
て
過
ご
し
て
い
た
が
、
四
十
度
近
く
に
達

四
月
八
日
、
現
地
調
査
チ
ー
ム
が
マ
・
ラ
・

ミ
ン
・
ト
ゥ
さ
ん
た
ち
と
出
会
っ
た
時
、
最
も

心
を
痛
め
て
い
る
部
分
に
話
が
及
ぶ
と
、
彼
女

は
堪
え
き
れ
ず
涙
を
流
し
た
。
自
分
は
助
か
っ

た
が
、
姉
と
義
兄
は
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
彼
女
の
心
に
深
い
痛

み
を
与
え
て
い
た
。
母
娘
は
、
な
お
も
家
族
が

見
つ
か
る
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
場
を
離
れ
よ

う
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
こ
の
母
娘
に
真
心
と
深
い
思
い
や
り
を
込

め
て
見
舞
金
を
手
渡
し
た
。
こ
の
よ
う
な
物
語

を
、
現
地
調
査
チ
ー
ム
は
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う

に
見
聞
き
し
た
。

建
物
の
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
行
方
不
明
者

も
相
当
数
に
上
り
、
実
際
の
死
傷
者
数
も
い
ま

だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況

が
、
こ
の
震
災
を
い
っ
そ
う
悲
痛
な
も
の
と

し
て
い
た
。
マ
ン
ダ
レ
ー
に
あ
る
グ
レ
ー
ト
・

ウ
ォ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
も
地
震
で
倒
壊
し
た
。
マ
・

ラ
・
ミ
ン
・
ト
ゥ
さ
ん
は
、
幸
運
に
も
こ
の
ホ

テ
ル
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
母
親
の

イ
・
ナ
イ
ン
さ
ん
は
、
三
月
三
十
日
に
ミ
ャ
ン

マ
ー
北
部
か
ら
マ
ン
ダ
レ
ー
に
駆
け
つ
け
、
ホ

テ
ル
向
か
い
の
寺
院
に
宿
泊
し
て
ホ
テ
ル
を

見
守
り
続
け
て
い
た
。
マ
・
ラ
・
ミ
ン
・
ト
ゥ

さ
ん
の
姉
夫
婦
が
、
ホ
テ
ル
内
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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概
算
で
３
千
棟
余
り
の
宗
教
建
築
物
が
、
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
。
寺
院
は
信
仰
の
拠
り
所

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
け
る
慈
善
活
動
の
中
心
で
も
あ
り
、
震
災
後
に
は
身
寄
り
の
な

い
人
々
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
マ
ハ
ガ
ン
ダ
ー
ヨ
ン
僧
院
で
は
、
僧
侶
た
ち
が
屋
外
で
野
宿
し
て

い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
資
材
を
調
達
し
、
仕
事
を
与
え
て
支
援
に
代
え
る
方
式
で
、
住
民
に
仮

設
宿
舎
と
遮
水
シ
ー
ト
の
雨
避
け
を
設
置
し
て
も
ら
っ
た
。
（
撮
影
・
郭
威
陽
）
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援
物
資
の
配
付
を
行
っ
た
。
住
宅
が
全
壊
し
た

世
帯
や
、
重
傷
者
が
い
る
家
、
配
偶
者
を
失
っ

た
人
が
い
る
家
に
対
し
て
、
米
、
食
用
油
、
緊

急
支
援
金
を
配
付
し
た
。
住
民
た
ち
は
、
困
難

が
た
ち
ど
こ
ろ
に
雲
散
霧
消
し
た
か
の
よ
う
な

笑
顔
を
見
せ
た
。

長
い
仏
教
の
歴
史
を
誇
る
タ
ダ
ー
ウ
ー
郡
に

は
、
古
い
遺
跡
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
ボ

と
話
し
た
。

被
災
地
に
入
っ
た
最
初
の
週
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
は
集
中
的
に
二
十
も
の
村
を
訪
問
し
、

住
民
の
け
が
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
家

族
を
失
っ
た
被
災
者
が
い
れ
ば
、
見
舞
金
を
手

渡
し
た
。
そ
し
て
、
二
週
目
の
四
月
十
三
日
か

ら
十
八
日
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
調
査
を
終
え
た

村
々
で
、
主
に
米
や
油
、
お
見
舞
金
な
ど
を
配

付
し
た
。

震
源
に
極
め
て
近
い
タ
ダ
ー
ウ
ー
郡
で
は
、

約
二
千
戸
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
災
害
調
査
と
名
簿
作
成
の
た
め
に
訪

れ
た
時
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
家
で
住
民
た
ち
が

瓦
礫
を
片
付
け
て
い
た
。
四
月
十
四
日
に
は
支

ア
イ
イ
ェ
イ
ク
モ
ン
寺
院
が
設
立
し
た
ア
イ
イ
ェ

イ
ク
モ
ン
孤
児
院
（A

y
e
 
Y
e
i
k
 
M
o
n
 
O
r
p
h
a
n
a
g
e

）

で
は
、
宿
舎
の
損
傷
が
激
し
く
、
１
０
０
人
の
孤
児

の
う
ち
半
数
が
空
き
地
で
野
宿
し
て
い
た
。
幸
い
に

も
院
内
に
は
食
料
の
備
蓄
が
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
は
パ
ン
を
提
供
し
、
状
況
を
調
査
し
た
う
え

で
雨
避
け
を
設
置
し
た
。
（
撮
影
・
郭
威
陽
）
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状
態
に
あ
る
。
今
回
は
被
害
の
深
刻
さ
を
受

け
、
軍
事
政
権
と
抵
抗
武
装
勢
力
が
停
戦
協

定
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
期
間
は
四
月
二
日
か

ら
四
月
二
十
二
日
ま
で
と
限
定
的
で
あ
っ
た
。

停
戦
協
定
が
終
了
し
た
後
、
慈
善
団
体
が
地

域
復
興
に
関
与
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ

誰
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
歴
史

遺
産
の
修
復
作
業
に
関
与
で
き
る
見
通
し
は

ま
っ
た
く
立
た
な
か
っ
た
。
慈
済
に
で
き
る

の
は
、
こ
の
目
の
前
に
あ
る
貴
重
な
平
和
の

時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
痛
み
と
悲
し
み
を
嫌

と
い
う
ほ
ど
味
わ
っ
た
人
々
に
、
支
援
を
届

け
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
慈
済
月
刊
七
〇
二
期
よ
り
）

支
援
物
資
備
蓄
庫
に
よ
っ
て
手
配
さ
れ
た
第

一
便
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
物
資
を
送
り
、
四

月
中
旬
、
マ
ン
ダ
レ
ー
に
到
着
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
第
二
便
も
出
発
し
た
。
世
界
二
十
以

上
の
国
と
地
域
に
い
る
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
も
、
同
時
に
募
金
活
動
を
開
始
し
、
こ

れ
を
支
え
た
。

四
月
十
八
日
、
現
地
調
査
チ
ー
ム
は
緊
急
援

助
物
資
の
配
付
を
終
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
は
次
々
と
ヤ
ン
ゴ
ン
へ
戻
っ
た
。
現
地
の

状
況
も
、
あ
る
程
度
把
握
で
き
た
。
次
な
る

課
題
は
今
後
の
中
長
期
支
援
の
計
画
を
立
て

る
こ
と
だ
が
、
そ
の
行
方
に
は
不
安
が
残
っ

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
長
年
に
わ
た
り
内
戦

マ
ー
の
人
々
と
接
し
て
き
た
彼
は
、
彼
ら
が

非
常
に
善
良
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。
「
彼
ら

に
は
欲
が
あ
り
ま
せ
ん
。
見
舞
金
を
受
け
取

る
と
、
い
つ
も
こ
う
言
う
の
で
す
。
『
す
み
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
生
活
に
は
そ
れ
ほ
ど
困
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
き
れ
ば
、
ご
支

援
を
い
た
だ
か
ず
に
済
め
ば
よ
か
っ
た
の
で

す
が
…
…
』
」
。
王
さ
ん
は
、
「
こ
の
よ
う
な
善

良
な
人
々
が
、
よ
り
に
よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
多

く
の
苦
難
に
見
舞
わ
れ
る
と
は
…
…
」
と
嘆

息
し
た
。

配
付
と
同
時
に
、
緊
急
援
助
物
資
の
輸
送
に

も
希
望
の
光
が
差
し
込
ん
だ
。
慈
済
マ
レ
ー

シ
ア
・
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
支
部
は
、
国
連
人
道

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
郭
さ
ん
は
、
災
害
調
査
に
訪

れ
た
際
に
沿
道
の
寺
院
が
こ
と
ご
と
く
倒
壊

し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
深
い
悲
し

み
を
覚
え
た
。
地
震
が
こ
の
地
の
歴
史
文
化
を

奪
い
去
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
思
え
た
。

古
い
寺
院
は
、
文
化
と
宗
教
の
象
徴
で
あ
る

と
同
時
に
、
観
光
資
源
で
も
あ
り
、
地
域
の
人
々

に
と
っ
て
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
。
震
災
後

の
復
興
に
は
資
源
が
必
要
だ
が
、
人
々
の
暮

ら
し
は
地
震
に
よ
っ
て
打
撃
を
う
け
て
い
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
王
さ
ん

は
、
十
年
余
り
の
間
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
大
規

模
な
自
然
災
害
が
発
生
す
る
た
び
に
、
現
地

で
災
害
援
助
に
駆
け
つ
け
た
。
長
年
ミ
ャ
ン
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一
瞬
の
思
い　
五
十
銭
の
善
意

慈
済
は
も
う
す
ぐ　

年
60

整
理‧

編
集
部　

訳
・
惟
明

「
慈
済
は
約
六
十
年
前
に
始
ま
り
、
人
々
に
『
毎
日
五
十
銭
の
貯
金
』
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
よ
り
、
毎
日
『
人
を
救
う
』
と
い
う
思
い
を
心
に
刻
み
、
善

念
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
慈
済
は
そ
こ
か
ら
愛
の
心
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。
五
十
銭

は
わ
ず
か
で
、
取
る
に
足
り
な
い
金
額
で
す
が
、
こ
の
精
神
が
な
け
れ
ば
、
現
在
の

慈
済
志
業
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
」
―
― 

證
厳
法
師

「
仏
教
克
難
慈
済
功
徳
会
」
は
一
九
六
六
年
旧
暦
三
月
二
十
四
日
に
設
立
さ
れ
、
今
年
の

四
月
二
十
一
日
に
創
立
六
十
年
目
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
、
無
償
の
奉
仕
と
誠
実
な
真
心
か
ら

の
一
念
を
以
て
、
少
し
ず
つ
四
大
志
業
と
八
大
法
印
を
成
し
遂
げ
て
き
た
。

【数値の根拠】昨年度に実施した社会的救済、災
害支援、就学奨励金、児童福祉、高齢者福祉、
地域福祉、ボランティア奉仕、教育志業の８分
野に投入されたボランティアの延べ人数に対
し、基本給（時給 X 勤務時間 4 時間で計算）に
昼食費用を加算して計算されたものである。一
人一日一回の任務とし、国内外の交通費、宿泊
費、ボランティアの自己負担による贈答品等は
含まれていない。

＄

● �2024 年におけるボランティアの無償の
貢献価値は 135 億元 ( 約 601 億円 )。

ボランティアの無私の貢献
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100元以下 

8 %
101~500 元 

11 %

501~1000 元 

7 %

1001 元以上 

63 %

　　　企業及非營利機構 

11 %

寄付金額の比率
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1
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119 136

2000 2020 2025 （年次）

（カ所）
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慈善 医療 教育 人文

● �慈済ボランティアは、68 の国と地域に
駐留し、これまでの慈善支援は 136 の
国と地域に及ぶ。（2025年4月末までの統計）

世界の慈済ボランティア

● �2023 年は 1,000 元 ( 約 4700 円 ) 以下
の個人寄付が寄付総額の 93％を占めた。

寄付延べ人数、金額比率、
国内外の支出比率

501~1000 元 

6 %

寄付延べ人数

100元以下 

60 %101~500 元 

27 %

1001 元以上 

6 %
　企業と非営利機構 

1 %

海外
慈善支出 

 46 %

台湾
慈善支出 

 54 %

台湾内と海外への
慈善志業支出の割合

本部の 2023 年財務
報告は、安侯建業連
合会計事務所に監査
を委託し、同事務所
より 2024 年 5 月 23
日に「保留意見無し」
の監査報告書が提出
された。

慈済志業は

慈済のあらゆる志業は慈善を基盤として発展し
た。清浄無垢な愛のエネルギーは、営利を目的
とせず、世界に善を施すためのものである。慈
善志業の国際化、医療の普遍化、教育の完全化、
人文の浸透の四つを柱としている。

社会のニ－ズに即して発展

＄
特集



0

2014 2024

1

2

1

23

4
人
数(

百
万)

施
療
実
施
回
数(

百
万)

4,134,514

447,781

678,592

19,506

国際医療志業と慈済人医会による
施療の累計

環境保全志業拠点

● �国際慈済人医会（ＴＩＭＡ）メンバーは、28 の国と地域
から参加している。医療関係者（医師・看護師・薬剤師・
技師等）は 9,504 人、ボランティアは 5,645 人に上る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2024年末までの統計）

ドナー登録者数
486,109 人

適合数
71,164 件

人 ( 十万 )
5

4

3

2

1

0 移植実績
6,896 例

骨髄幹細胞センター
● �慈済骨髄幹細胞センターは1993年に設立され、これまで
のドナー登録者数は 486,109 人、適合数は 71,164 件、
移植実績は 6,896 例、提供先は 31 の国と地域に及ぶ。　

　　　　　　　　　　　　　　　　（2025年3月末までの統計）

患者延べ人数（累計）
施療実施回数（累計）

ボランティア動員延べ人数（累計）
医療関係者動員延べ人数（累計）

● �慈済は世界 19 の国と地域に 575 の環境保全センター
と 12,433 の地域リサイクル拠点を設置し、113,083
人のリサイクルボランティアが環境保全活動に投入し、
行動することで地球を護っている。（2024年末までの統計）

慈済ものがたり

人文志業 ● �慈済が世界で運営しているテレ
ビ局２社、インターネットラジ
オ局 1社、出版している紙媒体
と電子版が１０種類ある。

　　　　　　（2025 年現在の統計）

Tzu Chi Bimonthly月刊誌『慈済』

大愛ラジオ
ポッドキャスト

特集

（慈済月刊七〇二期より）



文
・
林
玲
悧
、
朱
家
立
、
洪
秀
瑩
、
呉
惠
珍
、
陳
静
慧
、
許
麗
香 

撮
影
・
洪
秀
瑩
（
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
訳
・
御
山
凛

グローバル 慈善

こ
の
十
四
年
間
で
、
岩
手
県
大
船
渡
市
は
二
度
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
を
遂
げ
た
も
の
の
、
今
年
は
山
林
火
災
に
襲
わ
れ
た
の
だ
。

慈
済
は
再
び
現
地
に
赴
き
、
見
舞
金
の
配
付
を
行
っ
た
。

日
本
・
岩
手
県
大
船
渡
市

津
波
と
山
林
火
災
の
後
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二
〇
二
五
年
の
春
、
桜
が
満
開
を
迎
え
る

前
に
起
き
た
山
林
火
災
が
、
岩
手
県
大

船
渡
市
を
襲
っ
た
。
空
気
中
に
焦
土
の
匂
い
が

漂
い
、
人
々
の
顔
に
は
、
行
き
場
の
な
い
不
安

が
浮
か
ん
で
い
た
。
災
害
が
影
を
落
と
す
中
、

ま
る
で
温
か
い
光
が
静
か
に
降
り
注
い
だ
か
の

よ
う
に
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
再
び
こ
の
地

を
訪
れ
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
津
波
が
東
北
沿
岸
の
町
々
を

襲
い
、
山
に
囲
ま
れ
て
海
に
面
し
た
大
船
渡
市

も
一
瞬
に
し
て
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
。
そ
し

て
こ
こ
が
、
東
京
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被

災
地
の
視
察
を
行
う
最
初
の
場
所
と
な
っ
た
。

そ
の
年
に
は
宮
城
県
や
岩
手
県
な
ど
で
、
十

回
に
わ
た
っ
て
見
舞
金
の
配
付
活
動
が
行
わ

れ
、
慈
済
は
物
資
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
被

災
し
た
地
元
住
民
に
対
し
て
実
質
的
な
経
済

的
な
支
援
を
行
っ
た
。
中
で
も
大
船
渡
市
で

は
、
三
千
三
百
五
十
五
世
帯
に
対
し
、
総
額

一
億
七
千
万
円
余
り
の
見
舞
金
を
配
付
し
た
。

家
や
家
族
を
失
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
そ
の
現

金
は
再
出
発
の
礎
と
な
っ
た
。

再
建
は
す
で
に
完
了
し
て
い
た
が
、
今
年

二
月
下
旬
の
山
林
火
災
に
よ
り
、
二
度
目
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
人
々
は
少
な
く
な
い
。

五
百
五
十
キ
ロ
離
れ
た
東
京
の
慈
済
人
は
、
そ

れ
を
知
っ
て
再
び
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
を
決
め
、
三
月
十
五
日
に
被
災
地
を
視
察
し

た
。
そ
し
て
、
四
月
五
日
と
六
日
に
、
三
陸
公

民
館
で
六
十
五
世
帯
に
見
舞
金
を
贈
呈
し
た
。

心
に
深
く
根
ざ
し
た
「
絆
」

清
修
士
の
陳
思
道
（
チ
ェ
ン
・
ス
ー
ダ
オ
）

さ
ん
は
、
十
四
年
前
、
被
災
地
に
赴
い
た
際
、

至
る
所
で
「
絆
」
と
い
う
文
字
を
目
に
し
、
人
々

が
互
い
に
助
け
合
う
関
係
を
大
切
に
し
よ
う
と

呼
び
か
け
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
「
絆
」

に
は
「
つ
な
が
り
」
や
「
束
縛
」
と
い
う
意
味

も
あ
る
が
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
元
住
民

の
交
流
を
表
す
場
合
は
、
長
く
続
く
親
切
で
清

ら
か
な
友
情
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、

證
厳
法
師
が
言
う
「
長
い
情
と
大
愛
」
そ
の
も

の
で
あ
る
。

そ
の
年
は
配
付
活
動
を
終
え
た
後
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
現
地
で
お
茶
会
を
催
し
続
け

た
。
変
わ
ら
ず
奉
仕
を
続
け
た
結
果
、
つ
い
に

人
々
の
心
に
眠
る
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
播
か
れ

た
希
望
の
種
が
芽
を
出
し
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
と
成
長
し
た
。
今
回
の
山
林
火
災
被
災
者

支
援
チ
ー
ム
は
六
十
七
人
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
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う
ち
二
十
三
人
は
東
北
の
津
波
被
災
地
か
ら
の

参
加
者
だ
っ
た
。

吉
田
充
さ
ん
と
吉
田
曈
さ
ん
夫
婦
は
、
揃
っ
て

現
地
で
の
奉
仕
に
参
加
し
た
。
東
日
本
大
震
災

当
時
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
市
職
員
だ
っ
た
吉

田
さ
ん
た
ち
は
配
付
活
動
に
協
力
し
た
こ
と
で
、

慈
済
と
の
縁
を
結
ん
だ
。
曈
さ
ん
は
、
あ
の
災

害
で
多
く
の
大
切
な
友
人
を
失
い
、
慈
済
が
現

金
の
見
舞
金
を
配
付
す
る
と
聞
い
て
半
信
半
疑

だ
っ
た
が
、
実
際
に
そ
の
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
た
時
、
再
び
立
ち
上
が
る
力
を
見
つ
け
た
。

今
野
芳
彦
さ
ん
は
、
当
時
は
大
船
渡
市
役
所

袖野雄さんはボランティアに、必ずこの廃墟の地に再建を果たすと告げ

た。見舞金の金額は新しい家を建てるには到底足りないが、その温かさ

は新たな生活の第一歩を踏み出す支えとなるのだ。（撮影・朱家立）
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の
課
長
で
、
慈
済
の
災
害
支
援
に
協
力
し
た
。

今
回
の
山
林
火
災
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
付
き

添
っ
て
被
災
地
を
視
察
し
た
だ
け
で
な
く
、
二

日
間
に
わ
た
っ
て
配
付
活
動
に
も
協
力
し
た
。

片
山
月
江
さ
ん
は
、
十
数
年
前
に
慈
済
の
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
私
が
い
る
と
言

う
。
当
時
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
被
災
し
た

地
元
住
民
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
言
っ

た
。
平
山
睦
子
さ
ん
は
炊
き
出
し
に
協
力
し
て

く
れ
た
人
だ
が
、
持
っ
て
い
た
す
べ
て
を
津
波

で
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
慈
済
の
お
か
げ
で

再
び
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
た
。

現
地
メ
デ
ィ
ア
『
東
海
新
報
』
は
慈
済
の
支

援
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
、
今
回
は
自

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
連
絡
を
取
っ
て
取
材
し

た
。
記
者
の
佐
藤
壮
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事

と
し
て
四
件
連
続
で
掲
載
し
た
。
「
十
四
年
前
、

避
難
所
で
慈
済
と
地
元
住
民
の
交
流
の
様
子
を

目
に
し
ま
し
た
。
当
時
、
被
災
者
た
ち
は
支
援

に
対
し
て
警
戒
心
を
抱
き
、
付
帯
条
件
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
慈

済
は
見
返
り
を
求
め
ず
支
援
し
て
く
れ
た
の

で
、
皆
喜
ん
で
い
ま
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

日
本
で
は
、
被
災
者
に
直
接
現
金
を
渡
す
と

い
う
や
り
方
は
珍
し
い
。
「
慈
済
の
皆
さ
ん
の

温
か
さ
と
思
い
や
り
に
触
れ
、
心
に
沁
み
ま
し

た
。
日
本
の
人
々
の
台
湾
に
対
す
る
親
し
み
が

深
ま
り
ま
し
た
」
。

温
か
い
食
事
と
お
茶
の
香
り
に

和
む
地
元
住
民
の
心

見
舞
金
の
配
付
は
午
前
十
時
か
ら
だ
っ
た
。

朝
早
く
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
お
茶
を

淹
れ
、
お
菓
子
を
用
意
し
た
。
公
民
館
の
二
階

に
あ
る
厨
房
に
は
、
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
新
鮮

な
食
材
を
使
い
、
温
か
い
食
事
を
調
理
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
慈
済

日
本
支
部
執
行
長
の
許
麗
香
（
シ
ュ
ー
・
リ
ー

シ
ャ
ン
）
さ
ん
は
、
「
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、

温
か
い
昼
食
と
お
茶
菓
子
を
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の

誠
意
で
す
」
と
優
し
く
述
べ
た
。

初
日
に
提
供
し
た
温
か
い
「
中
華
丼
」
が
、

険
し
い
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
被
災
者
の
袖
野

さ
ん
の
心
を
ほ
ぐ
し
、
「
と
て
も
美
味
し
い
で

す
！
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
二
日
目
に
は
麻
婆

豆
腐
を
提
供
し
た
が
、
温
か
く
て
ピ
リ
辛
な
味

わ
い
が
、
肌
寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
。

前
日
に
見
舞
金
を
受
け
取
っ
た
地
元
住
民
が
、

仮
設
住
宅
の
近
隣
住
民
を
誘
っ
て
食
事
に
訪
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れ
た
。
二
つ
目
の
釜
の
ご
飯
も
瞬
く
間
に
な
く

な
っ
た
。

赤
崎
町
外
口
地
区
に
住
む
四
十
五
歳
の
袖
野

雄
さ
ん
は
、
十
四
年
間
で
二
度
被
災
し
た
。
津

波
で
マ
ン
シ
ョ
ン
を
失
い
、
七
年
前
に
再
建
さ

れ
た
が
、
今
回
の
火
災
で
焼
失
し
た
。
大
和
民

族
ら
し
く
感
情
を
表
に
出
さ
ず
、
見
舞
金
を
受

け
取
り
に
来
た
朝
も
、
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
か
っ
た
。
彼
は
、
出
さ
れ
た
お
茶
と

お
菓
子
を
味
わ
い
、
美
味
し
い
と
答
え
、
今
度

は
母
と
妻
、
四
人
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
慈

済
が
準
備
し
て
く
れ
る
昼
食
を
食
べ
に
く
る
と

言
っ
た
。

火
災
が
発
生
す
る
前
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長

す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
を
持
て
る
よ

う
に
、
家
の
横
に
増
築
し
た
。
し
か
し
、
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
て
帰
宅
し
た
ら
、
約
百
坪
の

家
は
廃
墟
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
美

し
か
っ
た
家
は
、
海
を
見
下
ろ
す
山
の
高
台
に

位
置
し
て
い
た
の
は
、
津
波
を
避
け
る
た
め

だ
っ
た
が
、
ま
さ
か
山
火
事
で
失
う
と
は
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
。

敷
地
内
に
畑
を
持
つ
袖
野
さ
ん
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
林
真
子
（
リ
ン
・
ヅ
ン
ヅ
ー
）
さ
ん

に
、
こ
の
見
舞
金
で
農
機
具
小
屋
を
建
て
る
つ

も
り
だ
と
言
っ
た
。
慈
済
の
温
も
り
は
、
彼
の

新
し
い
生
活
の
第
一
歩
に
寄
り
添
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。
「
家
が
建
っ
た
ら
、
必
ず
写
真
を
送
り
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大船渡市山林火災
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急避難した。
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に
「
人
生
で
は
様
々
な
困
難
に
遭
遇
し
ま
す
が
、

心
し
て
向
き
合
え
ば
、
ど
ん
な
困
難
も
小
さ
な

も
の
に
見
え
て
き
ま
す
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

山
下
さ
ん
は
「
ま
さ
に
私
の
人
生
に
ぴ
っ
た
り

の
言
葉
で
す
。
こ
の
静
思
語
を
バ
ッ
グ
に
し
ま

い
、
肌
身
離
さ
ず
持
ち
歩
く
こ
と
に
し
ま
す
。

き
っ
と
私
の
力
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の

革
新
的
な
リ
レ
ー

政
府
は
、
今
回
の
大
規
模
な
山
林
火
災
を

「
局
地
激
甚
災
害
」
に
指
定
し
、
被
災
者
に
対

し
て
再
建
補
助
と
新
た
な
植
樹
支
援
を
提
供
し

ま
す
」
と
彼
の
母
親
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
安

心
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
。

山
下
さ
ん
も
ま
た
、
二
度
被
災
し
た
人
だ
。

津
波
の
後
、
同
じ
場
所
に
再
建
し
た
家
が
今
回

の
火
災
に
遭
っ
た
が
、
「
こ
れ
だ
け
苦
労
に
出

会
っ
た
の
だ
か
ら
、
も
う
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

こ
と
な
ん
て
な
い
で
す
」
と
明
る
く
述
べ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
井
田
音
心
さ
ん
に
、
「
す
べ

て
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
生
活
は
、
ま

ず
箸
一
膳
を
買
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
お

見
舞
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
ま
ず
冷
蔵
庫
を
買

い
に
行
き
ま
す
」
と
言
っ
た
。

縁
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
毛
布
を
受
け

取
っ
た
時
、
袋
に
添
え
ら
れ
て
い
た
静
思
語

た
。
慈
済
の
支
援
物
資
配
付
の
前
日
も
な
お
、

百
九
十
人
余
り
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

罹
災
証
明
書
と
身
分
証
明
書
を
持
参
し
た
住
民

が
配
付
会
場
に
到
着
し
、
世
帯
人
数
に
応
じ
て

十
万
～
二
十
万
円
の
見
舞
金
を
受
け
取
り
、
全

員
に
エ
コ
毛
布
が
一
枚
ず
つ
配
ら
れ
た
。
さ
ら

に
高
齢
者
と
障
害
者
は
、
防
寒
用
の
シ
ョ
ー
ル

を
受
け
取
っ
た
。

慈
済
日
本
支
部
の
災
害
支
援
の
主
力
は
、
以

前
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
」
女

性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
で
あ
る
が
、
今
年
は
特

に
若
者
、
中
堅
、
シ
ニ
ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
。
若
者
は
事
務
面
で
の

企
画
に
長
け
、
ベ
テ
ラ
ン
委
員
は
奉
仕
の
経
験

と
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
活
か
し
て
お
互
い
に
補

い
合
い
、
敬
意
を
も
っ
て
協
力
し
あ
っ
た
。
早

稲
田
大
学
に
通
う
慈
青
の
李
浩
溶
（
リ
ー
・
ハ

オ
ロ
ン
）
さ
ん
は
、
離
れ
た
場
所
に
い
る
人
々

も
、
現
在
の
呼
び
出
し
番
号
が
分
か
る
よ
う
に
、

電
子
呼
出
シ
ス
テ
ム
を
設
計
し
、
配
付
の
流
れ

を
一
層
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
過
去
の
災
害
支
援

経
験
を
も
と
に
綿
密
に
計
画
し
、
事
前
の
訓
練

も
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
地
元
住
民
の
た
め
に

考
え
た
。
こ
の
「
感
謝
・
尊
重
・
愛
」
の
精
神
が
、

こ
れ
か
ら
も
大
船
渡
市
の
住
民
に
温
も
り
を
届

け
、
希
望
に
満
ち
た
明
日
を
迎
え
る
力
と
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
慈
済
月
刊
七
〇
二
期
よ
り
）
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◎
整
理
・
編
集
部　

挿
絵
・
黄
逸
樵　

訳
・
慈
願

こ
の
世
に
情
と
愛
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

菩
薩
は
人
も
物
も
大
切
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
愛
護
し
ま
す
。

愛
と
は
独
占
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
奉
仕
し
て
も
見
返
り
を
求
め
ま
せ
ん
。

こ
の
寛
大
な
る
限
り
な
い
愛
は
、
あ
ま
ね
く
世
を
覆
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

二
千
五
百
年
余
り
前
、
仏
陀
は
様
々
な

方
法
で
迷
え
る
衆
生
を
目
覚
め
さ
せ

る
た
め
に
、
こ
の
世
に
現
れ
、
人
に
は
元
よ

り
無
量
の
大
愛
と
清
ら
か
な
本
性
が
備
わ
っ

て
い
る
の
で
、
誰
も
が
悟
り
に
至
れ
る
と
言

い
ま
し
た
。
。
毎
年
の
灌
仏
会
に
お
い
て
慈
済

は
、
仏
陀
の
生
誕
と
母
の
日
、
世
界
慈
済
デ
ー

の
三
節
一
体
を
祝
福
し
ま
す
。
各
地
の
慈
済

人
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
灌
仏
会

を
催
し
、
仏
の
恩
、
親
の
恩
、
衆
生
の
恩
に

感
謝
し
ま
す
。
そ
の
時
の
心
は
、
希
望
と
睦

ま
じ
さ
と
喜
び
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

灌
仏
会
当
日
、
私
は
花
蓮
で
、
日
差
し
が

強
く
な
る
の
も
、
大
雨
に
な
る
の
も
心
配
で

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
々

と
四
大
志
業
の
幹
部
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
教

育
志
業
の
先
生
や
生
徒
の
皆
さ
ん
が
静
思
堂

前
の
広
場
に
集
ま
る
か
ら
で
す
。
私
は
上
の

階
か
ら
、
皆
が
区
域
ご
と
に
き
れ
い
に
整
列

し
、
人
文
字
を
形
作
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

大
変
感
動
し
ま
し
た
。
午
後
に
は
台
北
の
中

正
記
念
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
同
じ

よ
う
に
心
配
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
大
雨
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
五
百
人
以
上
の
法

師
の
皆
さ
ん
が
整
然
と
僧
服
姿
で
お
ご
そ
か

に
入
場
し
、
人
々
を
率
い
て
敬
虔
な
気
持
ち

を
啓
発
し
て
い
く
姿
に
、
言
葉
で
言
い
尽
く

せ
な
い
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

し
て
恩
返
し
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

灌
仏
会
で
は
、
参
加
し
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
位
置
に
立
っ
て
真
心
と
善
の
念
を
胸

に
抱
い
て
い
た
の
で
、
和
の
気
が
高
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
人
々
が
正
し
い
道
を
歩
い
て
い

る
「
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
」
は
、
と
て
も
美
し

菩
薩
の
愛
は
限
り
な
く

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】
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い
も
の
で
す
。
一
分
一
秒
、
時
時
刻
刻
、
灌

仏
会
の
時
と
同
様
に
敬
虔
な
心
で
、
お
互
い

に
祝
福
し
あ
い
、
良
い
話
を
し
て
共
に
良
い

こ
と
を
す
る
、
こ
れ
こ
そ
が
、
仏
陀
が
生
を

受
け
て
か
ら
教
え
導
い
て
こ
ら
れ
た
、
衆
生

の
歩
く
べ
き
菩
薩
道
な
の
で
す
。

慈
済
は
間
も
な
く
六
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
一
歩
一
歩
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
が
、

心
願
が
僅
か
で
も
揺
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
出
だ
し
は
非
常
に
大
変
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
私
は
、
初
心
を
貫
い
て
き

た
自
分
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
、
慈
済

は
す
で
に
国
際
的
に
な
り
、
私
も
毎
日
世
界

中
を
見
渡
し
、
天
下
の
出
来
事
に
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

今
こ
の
時
代
は
、
災
難
が
絶
え
ず
発
生
し
、

地
、
水
、
風
、
火
の
四
つ
の
要
素
が
不
調
を

き
た
し
、
天
と
地
の
威
力
の
大
き
さ
を
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
人
の
欲
望
は
そ
れ
以
上
に

大
き
く
、
持
っ
て
い
る
全
て
の
物
に
酔
い
し

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
役
目
を
果
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
に
な
る
と
、
僅
か
な
責
任
の

重
さ
も
大
き
く
感
じ
、
何
か
少
し
で
も
思
い

通
り
に
な
ら
な
く
な
る
と
、
ま
る
で
歩
き
な

が
ら
物
に
当
た
っ
て
痛
み
を
感
じ
た
時
の
よ

う
に
、
萎
縮
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

慈
済
は
、
絶
え
ず
こ
の
世
で
志
業
を
広
く

進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
慈

済
人
の
発
揮
す
る
慈
悲
心
こ
そ
が
、
不
安
定

に
な
っ
た
世
の
中
に
安
定
の
力
を
注
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
共
業
（
ぐ
う
ご
う
）
は
、

衆
生
の
心
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で

す
か
ら
、
常
に
衆
生
の
心
を
善
に
導
き
、
善

法
を
広
め
る
縁
を
大
切
に
す
る
の
で
す
。
良

く
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
警
戒
し
て
避
け
る

こ
と
で
す
。
こ
の
世
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

も
の
を
速
や
か
に
集
め
て
広
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

世
を
驚
か
せ
る
災
害
と
衆
生
は
密
接
に
関

係
し
て
お
り
、
も
し
警
戒
を
怠
っ
た
り
、
或

い
は
遠
い
場
所
で
起
こ
っ
た
り
し
て
い
る
の

で
、
自
分
と
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
危
険
な
考
え
方
で
す
。
何
か
に
当

た
っ
て
痛
み
を
覚
え
た
時
の
よ
う
に
、
環
境

が
あ
な
た
に
警
告
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

世
界
の
何
処
か
で
災
難
が
起
き
れ
ば
、
私
た

ち
は
警
戒
し
、
同
時
に
多
く
の
人
に
呼
び
か

け
、
皆
で
協
力
し
合
っ
て
こ
そ
、
慈
善
支
援

を
行
う
力
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

世
の
中
に
苦
難
が
多
い
時
は
、
愛
の
あ
る

人
が
直
ち
に
心
か
ら
投
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
世
の
人
々
を
自
分
の
肉
親
と
同
様
に
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愛
し
、
大
切
に
す
る
人
こ
そ
が
菩
薩
で
あ
り
、

「
覚
有
情
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
。
覚
有
情
と

は
、
文
字
通
り
悟
り
を
開
い
た
情
の
あ
る
人

で
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の
生
命
を
愛
護
す
る

人
の
こ
と
で
す
。
世
の
中
に
は
、
こ
の
情
と

愛
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
愛
と
は
深
く
、
誠

実
で
あ
り
、
独
占
欲
を
持
た
ず
、
独
り
よ
が

り
で
も
な
く
、
奉
仕
し
て
も
見
返
り
を
求
め

ま
せ
ん
。
天
地
の
よ
う
に
広
い
心
に
溢
れ
る

こ
の
愛
は
、
限
り
が
な
く
、
世
界
中
を
覆
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
情
と
愛
が
あ

れ
ば
、
人
生
は
満
た
さ
れ
、
感
謝
の
気
持
ち

に
溢
れ
る
の
で
す
。

仏
陀
は
大
悟
徹
底
の
大
い
な
る
聖
者
で
あ

り
、
永
遠
の
悟
り
を
開
い
た
人
で
す
。
そ
の
実
、

私
た
ち
に
も
仏
陀
と
同
じ
よ
う
に
本
覚
を
備

え
て
お
り
、
喜
ん
で
責
任
を
担
う
だ
け
で
い

い
の
で
す
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
は

一
大
因
縁
で
あ
り
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
同

心
同
願
の
人
た
ち
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
こ
と

は
、
何
よ
り
の
幸
福
で
す
。
も
し
喜
ん
で
引

き
受
け
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
業
の
力
で

来
た
の
で
あ
り
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら

な
い
人
生
に
な
り
ま
す
。

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
か
ら
に
は
、
胸

を
張
り
、
私
も
自
分
に
「
分
秒
を
無
駄
に
し

な
い
」
と
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
も
し
自

分
の
話
し
た
一
言
が
相
手
の
役
に
立
ち
、
相

手
の
心
と
通
じ
合
い
、
聴
い
て
分
か
り
、
役

に
立
つ
な
ら
ば
、
私
は
ま
だ
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
で
、
私
に
得
る
も
の
が
あ
り
、
私
た

ち
は
お
互
い
の
間
で
法
縁
を
結
ん
だ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

幸
い
に
間
違
い
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

何
も
せ
ず
無
駄
に
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
ら
、

今
振
り
返
る
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
現
代
は
科
学
技
術
が
発
達
し
て
い
て
、

法
（
道
理
）
を
聞
く
の
は
と
て
も
簡
単
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
聞
け

る
の
で
す
。
慈
済
の
任
務
が
あ
れ
ば
、
何
時

で
も
誘
い
合
っ
て
出
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
に
分
秒
分
か
た
ず
得
る
も
の
が
あ

る
よ
う
に
行
動
し
て
い
れ
ば
、
振
り
返
っ
た

時
に
、
と
て
も
充
実
し
て
成
果
が
実
を
結
ん

だ
貴
重
な
も
の
だ
と
分
か
る
の
で
す
。
皆

さ
ん
が
心
し
て
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
（
慈
済
月
刊
七
〇
三
期
よ
り
）
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う
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

「
教
師
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
も
、
少
子

化
の
影
響
で
教
員
の
需
要
が
減
り
、
就
職
の

道
が
険
し
い
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

證
厳
法
師
は
「
信
念
・
意
志
・
勇
気
の
三
つ

を
備
え
れ
ば
、
世
の
中
に
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い
こ
と
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
「
天
下

に
難
し
き
こ
と
な
し
、
た
だ
心
あ
る
人
を
恐

れ
よ
」
と
い
う
言
葉
は
、
つ
ま
り
、
強
い
意

志
を
持
ち
、
心
し
て
努
力
す
れ
ば
、
ど
ん
な

困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
、
立
派
な
教
師
に
な

れ
る
は
ず
だ
と
言
い
表
し
て
い
る
の
で
す
。

答
‥
台
北
慈
済
教
師
懇
親
会
の
ベ
テ
ラ
ン
教

師
で
あ
る
李
美
金
（
リ
ー
・
メ
イ
ジ
ン
）
先

生
は
、
幼
い
頃
か
ら
教
師
を
志
し
、
夢
を
叶

え
て
四
十
年
以
上
教
職
に
就
い
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育
て
上
げ
た
だ
け
で

な
く
、
慈
済
教
師
懇
親
会
の
模
範
と
な
る
よ

目
標
を
定
め
、
情
熱
を
持
ち
続
け
る

最
近
、
家
の
近
く
の
学
校
で
運
動
を
し
て

い
た
時
、
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
ろ
う
と
し
て
い

る
小
柄
な
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
彼
女
は
何

十
回
も
両
手
を
鉄
棒
に
伸
ば
し
、
ジ
ャ
ン
プ

し
続
け
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
届
き
ま
せ
ん
。

私
は
「
諦
め
る
の
で
は
」
と
思
い
ま
し
た
が
、

最
後
に
は
見
事
に
鉄
棒
を
つ
か
み
、
ブ
ラ
ン

コ
の
よ
う
に
体
を
揺
ら
し
て
い
ま
し
た
。

彼
女
の
満
面
の
笑
み
を
見
た
時
、
努
力
が
実

を
結
ん
だ
満
足
感
を
味
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
教
師
に
な
り

親
と
子
と
教
師
、
三
者
の
本
音

理
想
と
現
実
の
間
で

高
校
三
年
生
に
な
り
、
大
学
進
学
を
考
え
た
時
、

私
は
教
師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子
化
が
進
む
現
代
社
会
で
は
、

現
実
的
な
観
点
か
ら
進
路
を
再
考
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

問

◎
文
・
李
秋
月
（
高
雄
区
慈
済
教
師
懇
親
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
挿
絵
・
鐘
庭
嘉

訳
・
惟
明
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見
事
に
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
宅
近
く

の
職
場
に
配
属
さ
れ
た
こ
と
で
、
安
定
し
た

生
活
を
送
り
な
が
ら
家
庭
も
大
切
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

理
想
を
持
つ
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
が
、
「
全
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
じ
る
」
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
の
中

で
柔
軟
な
姿
勢
を
保
つ
こ
と
で
、
荊
の
道
を

歩
む
こ
と
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う

失
う
こ
と
も
あ
れ
ば
得
る
こ
と
も
あ
る

心
の
声
に
耳
を
傾
け
る

元
世
界
Ｎ
Ｏ
・
１
の
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

た
い
」
と
い
う
情
熱
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
も
こ
の
少
女
の
よ
う
に
、
必
ず

目
標
を
達
成
で
き
る
で
し
ょ
う
。

全
て
の
道
は
理
想
に
通
じ
る

少
子
化
の
流
れ
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
教

職
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
別
の
選
択
肢
を

考
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
私
の
教
え
子
の

一
人
も
教
師
を
目
指
し
、
長
年
非
常
勤
講
師

を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
正
規
採
用
に
は
な

か
な
か
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
考

え
た
末
、
公
務
員
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
決

意
し
、
一
年
間
し
っ
か
り
と
勉
強
し
た
結
果
、

ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ェ
デ
ラ
ー
さ
ん
は
私
が
と

て
も
尊
敬
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
で
す
。
彼
は

優
雅
な
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
、
謙
虚
な

態
度
、
冷
静
な
判
断
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
た
め
、
い
つ
も
危

う
い
状
況
を
脱
し
て
、
テ
ニ

ス
界
の
頂
点
に
立
っ
て
き
ま

し
た
。

最
近
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
招
き
に

応
じ
て
、
卒
業
式
で
講
演
し

ま
し
た
。
彼
は
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
こ
う
語
り
ま



し
た
。
「
私
は
千
五
百
二
十
六
回
の
シ
ン
グ

ル
ス
試
合
に
出
場
し
、
約
八
割
の
試
合
に
勝

ち
ま
し
た
が
、
自
分
で
取
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は

五
十
四
％
で
し
た
。
即
ち
わ
半
分
を
わ
ず
か

に
超
え
る
程
度
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
」
。

「
人
生
に
お
い
て
最
も
大
切
な
の
は
、
失
っ

た
こ
と
を
悔
や
み
続
け
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
に
立
ち
向
か
っ
て
受
け
入
れ
、
前
進
す
る

こ
と
で
す
。
努
力
を
続
け
、
状
況
に
慣
れ
、

成
長
す
る
こ
と
で
す
」
。

人
生
の
道
は
起
伏
に
富
ん
で
お
り
、
時
に

は
孤
独
に
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
強
い
意
志
と
自
律
心
、
そ

し
て
忍
耐
力
を
養
い
、
常
に
心
の
声
に
耳
を

傾
け
、
歩
調
を
調
整
し
な
が
ら
、
自
分
の
選

択
を
信
じ
続
け
て
い
け
ば
、
困
難
な
時
代
で

も
道
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

鉄
棒
に
挑
戦
し
続
け
た
少
女
や
フ
ェ
デ
ラ
ー

さ
ん
の
よ
う
に
、
決
し
て
困
難
に
屈
す
る
こ
と

な
く
努
力
を
続
け
た
こ
と
で
、
美
し
い
花
の
よ

う
に
咲
き
誇
り
、
甘
い
果
実
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

慈済ものがたり 70

(

慈
済
月
刊
六
九
九
期
よ
り)

七
十
八
歳
の
張
お
婆
さ
ん
は
、
家
で
掃
除
し
て
い
た
時
に
滑
っ
て
転
び
、
右
側

の
股
関
節
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
手
術
を
受
け
た
後
、

整
形
外
科
の
病
棟
に
入
院
し
た
。
手
術
し
て
一
日
目
、
お
婆
さ
ん
は
と
て
も
落
ち
込

張
お
婆
さ
ん
の
障
害
物
競
走

張
お
婆
さ
ん
は
、
股
関
節
骨
折
手
術
の
三
日
目
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
た
。

一
歩
踏
み
出
す
の
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、

家
族
の
愛
が
頑
張
る
原
動
力
と
な
り
、

私
た
ち
に
生
命
の
た
く
ま
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
た
。

高
齢
が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、

決
し
て
回
復
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

命
の
贈
り
物

◎
口
述
・
邱
雪
萍
（
台
中
慈
済
病
院
９
Ｃ
病
棟
副
看
護
師
長
）

整
理
・
蔡
嘉
琪　
挿
絵
・
陳
九
熹　
訳
・
何
慧
純

2025・771
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な
運
動
。
第
二
段
階
は
、
手
助
け
し
て
の
立
ち
上
が
り
と
歩
行
器
を
使
っ
て
重
心
を

安
定
さ
せ
る
練
習
。
第
三
段
階
は
、
少
し
ず
つ
歩
き
始
め
、
毎
日
病
室
で
少
し
で
も

多
く
歩
く
こ
と
。
お
婆
さ
ん
が
初
め
て
歩
い
て
病
室
を
出
た
時
、
隣
の
病
床
の
人
の

家
族
と
介
護
者
が
、
彼
女
に
拍
手
を
送
っ
た
。
彼
女
は
笑
い
な
が
ら
「
本
当
に
、
私

は
ま
だ
歩
け
る
の
で
す
ね
」
と
言
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
の
過
程
で
は
、
家
族
の
付
き
添
い
が
と
て
も
大
切
だ
。
彼
女
の
子
供
た

ち
は
毎
日
病
室
に
お
婆
さ
ん
を
訪
ね
、
温
か
い
サ
ツ
マ
イ
モ
や
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ

ス
ー
プ
な
ど
、
彼
女
の
好
き
な
食
べ
物
を
持
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
お
婆
さ
ん

は
温
か
い
心
遣
い
を
感
じ
た
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
支
え
に
も
な
っ
た
の
だ
。

あ
る
時
、
孫
娘
が
彼
女
に
「
お
祖
母
ち
ゃ
ん
、
早
く
元
気
に
な
っ
て
、
一
緒
に
公

園
で
散
歩
し
よ
う
ね
」
と
言
っ
た
。
彼
女
が
そ
れ
を
聞
い
て
「
そ
う
だ
ね
、
約
束
す

る
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
彼
女
は
リ
ハ
ビ
リ
に
一
層
積
極
的
に

な
り
、
ベ
ッ
ド
を
降
り
る
た
び
に
痛
み
で
眉
を
ひ
そ
め
る
が
、
粘
り
強
く
や
り
ぬ
い
た
。

「
家
族
を
心
配
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
早
く
元
気
に
回
復
し
な
き
ゃ
」
。

み
、
ベ
ッ
ド
に
座
っ
た
ま
ま
、
何
度
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
「
私
は
歩
け
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
な
の
で

す
」
と
尋
ね
た
。

お
ば
あ
さ
ん
の
場
合
、
人
工
股
関
節
置
換
手
術
は
成
功
し
た
も
の
の
、
高
齢
な
た

め
骨
格
の
修
復
力
が
弱
く
、
高
血
圧
と
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
の
で
、
術
後
の

回
復
に
は
長
い
時
間
、
努
力
と
忍
耐
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
後
、
家
族
の
付
き
添
い

と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
に
、
驚
く
べ
き
意
志
の
強
さ
を
見
せ
て
く
れ
た
。

手
術
後
三
日
目
に
、
私
た
ち
は
お
婆
さ
ん
に
初
期
の
リ
ハ
ビ
リ
を
指
導
し
始
め
た
。

最
初
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
っ
て
座
る
よ
う
試
し
て
も
ら
っ
た
時
、
彼
女
は
苦
し

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
、
あ
ら
ゆ
る
動
作
が
痛
み
を
伴
い
、
眉
を
寄
せ
て
い
た
。

「
足
が
と
て
も
痛
く
て
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
こ
ん
な
歳
で
す
が
、
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り

て
歩
け
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
い
た
。
私
た
ち
は
諦
め
ず
、
彼
女
の
た

め
に
「
足
跡
を
残
し
な
が
ら
」
と
い
う
計
画
を
立
て
た
。

第
一
段
階
は
、
介
助
有
り
で
ベ
ッ
ド
で
起
き
上
が
る
こ
と
と
深
呼
吸
と
足
の
簡
単



2025・775 慈済ものがたり 74

一
歩
歩
く
の
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、
張
お
婆
さ
ん
は
、
遂
に
歩
行
器
を
使
っ

て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
手
す
り
に
つ
か
ま

り
な
が
ら
、
階
段
を
何
段
か
上
り
下
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女
の
成
果
は
、

同
室
の
他
の
患
者
た
ち
に
も
励
み
に
な
り
、
多
く
の
人
が
彼
女
の
進
歩
を
見
て
、
よ

り
前
向
き
に
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

歳
を
取
っ
て
骨
折
す
る
と
、
回
復
す
る
見
込
み
が
薄
い
と
思
い
込
み
、
努
力
を
諦

め
て
し
ま
う
人
も
い
る
。
張
お
婆
さ
ん
は
並
外
れ
た
勇
気
と
気
力
で
痛
み
を
克
服
し
、

楽
観
的
な
態
度
で
も
う
一
度
立
ち
上
が
っ
た
。
家
族
の
愛
が
彼
女
の
最
大
の
原
動
力

と
な
り
、
人
生
へ
の
復
帰
と
い
う
奇
跡
を
成
し
遂
げ
た
の
だ
。

高
齢
で
あ
る
こ
と
は
試
練
を
伴
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
回
復
の
障
害
に
は

な
ら
な
い
。
整
形
外
科
病
棟
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
例
を
数
多
く
見
て
き
て
い
る
。

立
ち
上
が
れ
な
い
状
態
か
ら
再
び
歩
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
、

私
た
ち
は
生
命
の
た
く
ま
し
さ
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
愛
と
専

門
ス
キ
ル
で
、
必
要
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
（
二
○
二
四
年

十
二
月
六
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朝
会
で
の
分
か
ち
合
い
）(

慈
済
月
刊
六
九
九
期
よ
り)
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忙しい事業の合間に、蘇祈逢（スゥー・チーフォン）さん（後列左）と妻の

徐慧儀（シュ・フウェイイー）さん（前列中央）は、前後して慈済委員の認証

を授かり、子供たちも両親と共に奉仕について学んでいる。家族のサポー

トがあるため、蘇さんは将来の心配はしていない。（写真提供・蘇祈逢）

人
物
誌
・
マ
レ
ー
シ
ア

四
十
六
歳
か
ら
の
私
の
捨
と
得

口
述
・
蘇
祈
逢
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
楊
秀
春
（
高
雄
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

整
理
・
魏
玉
縣
（
台
中
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

撮
影
・
蕭
耀
華
（
月
刊
誌
『
慈
済
』
撮
影
者
）　

四
十
六
歳
の
時
、
私
は
職
場
か
ら
退
き
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
た
。

私
は
お
金
に
十
分
な
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
こ
の
よ
う
な
決
心
を
し
た
の
で
は
な
く
、

上
人
に
深
く
啓
発
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
人
の
た
め
に
奉
仕
で
き
る
こ
と
は
、
最
も
幸
せ
な
人
生
で
あ
る
」。

こ
の
二
年
間
、
心
の
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
と
ブ
ッ
ダ
の
故
郷
を
往
来
し
、

苦
難
に
あ
る
人
の
生
活
が
好
転
す
る
よ
う
に
尽
く
す
こ
と
は
、

実
は
自
分
の
人
生
も
好
転
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

訳
・
御
山
凛　
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時
々
マ
レ
ー
シ
ア
に
戻
っ
て
家
族
と
数
日
間
過

ご
し
、
花
蓮
に
帰
っ
て
、
法
師
に
ブ
ッ
ダ
の
故

郷
で
推
進
し
て
い
る
志
業
の
進
捗
に
つ
い
て

報
告
し
て
い
る
。
静
思
精
舎
に
大
体
七
日
か
ら

十
四
日
ほ
ど
滞
在
し
た
後
、
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア

に
戻
り
、
二
、
三
日
過
ご
し
て
か
ら
再
び
イ
ン
ド

或
い
は
ネ
パ
ー
ル
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
最

も
取
り
組
ん
だ
の
が
教
育
で
あ
り
、
私
た
ち
も

ル
ン
ビ
ニ
で
学
校
を
建
て
る
準
備
を
始
め
た
。

人
生
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
べ
き
か

大
学
生
の
時
、
す
で
に
仏
法
に
触
れ
て
い
た

兄
弟
の
三
番
目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
田
舎
で

は
、
一
般
の
子
供
が
教
育
を
受
け
る
機
会
は
あ

ま
り
な
い
の
だ
が
、
私
の
祖
父
が
母
校
サ
ン
ダ

イ
ン
（
山
打
英
）
中
華
小
学
校
の
創
立
者
の
一

人
だ
っ
た
の
で
、
父
が
教
師
に
な
る
と
家
族
の

生
活
が
変
わ
り
、
私
た
ち
を
大
い
に
励
ま
し
た
。

父
も
私
の
小
学
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
担

任
だ
っ
た
の
で
、
ず
っ
と
私
に
付
き
添
い
、
導

い
て
く
れ
た
。
両
親
は
、
子
供
が
勉
強
す
る
こ

と
を
大
い
に
励
ま
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
私
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

こ
の
二
年
間
、
私
は
イ
ン
ド
の
ブ
ッ
タ
ガ

ヤ
及
び
ル
ン
ビ
ニ
に
長
期
滞
在
し
な
が
ら
も
、

二
〇
二
二
年
八
月
、
私
は
初
め
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
と
ネ
パ
ー
ル
の
ル
ン
ビ
ニ
に
行
っ
た
。
仏

陀
の
出
生
の
地
だ
が
、
現
在
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
々
の
生
活
は
、
二
千
五
百
年
余
り
前
の
仏

陀
の
時
代
を
彷
彿
さ
せ
、
仏
陀
が
目
に
し
た
苦

し
み
が
、
訪
れ
た
私
た
ち
の
周
囲
の
至
る
所
で

見
か
け
ら
れ
た
。

一
般
の
人
々
は
教
育
水
準
が
高
く
な
く
、
多

く
の
子
供
は
靴
を
履
い
て
お
ら
ず
、
制
服
も
着

て
い
な
い
ば
か
り
か
、
カ
バ
ン
さ
え
持
っ
て
い

な
い
。
一
部
の
教
室
に
は
机
も
な
く
、
生
徒
は

地
面
に
座
っ
て
授
業
を
受
け
て
い
る
。
私
は
以

前
父
が
私
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
四
、
五
十
年
前
の
教
育
も
、

ル
ン
ビ
ニ
で
目
に
し
て
い
る
普
遍
的
な
困
難
に

よ
く
似
て
い
た
。

私
は
證
厳
法
師
の
、
「
人
生
を
好
転
さ
せ
る

た
め
に
は
教
育
が
必
要
で
、
社
会
の
未
来
は
教

育
に
あ
る
の
で
す
」
と
い
う
言
葉
に
大
き
な
衝

撃
を
受
け
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
教
育
を
重
視

す
る
家
庭
で
成
長
し
た
か
ら
だ
。

一
九
六
八
年
五
月
、
私
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
ヌ

グ
リ
・
ス
ン
ビ
ラ
ン
州
ポ
ー
ト
・
デ
ィ
ク
ソ
ン

で
生
ま
れ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
人
、
華
人
、
イ
ン

ド
人
が
共
に
暮
ら
す
小
さ
な
町
で
、
私
は
五
人
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そ
れ
が
私
の
心
を
動
か
し
、
覚
行
円
満
の
修
行

方
法
を
見
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
。

慈
済
の
児
童
精
進
ク
ラ
ス
で
は
、
證
厳
法
師

の
成
し
て
き
た
こ
と
全
て
に
感
じ
入
っ
た
。
そ

れ
は
、
仏
法
を
着
実
に
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、

導
師
の
開
示
と
同
様
、
「
心
を
浄
め
る
こ
と
が

第
一
で
、
利
他
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
」
と
い
う

教
え
だ
っ
た
。
そ
の
年
は
慈
済
四
十
周
年
の
年

だ
っ
た
の
で
、
私
は
実
業
家
生
活
キ
ャ
ン
プ
に

応
募
し
、
台
湾
に
帰
っ
て
直
々
に
法
師
に
お
目
に

か
か
る
と
共
に
、
慈
済
が
四
十
年
間
取
り
組
ん
で

き
た
慈
善
、
医
療
、
教
育
、
人
文
の
四
大
志
業

が
「
仏
法
の
生
活
化
、
菩
薩
の
人
間
（
じ
ん
か
ん
）

人
の
師
姉
に
「
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
を
児
童
精

進
ク
ラ
ス
に
参
加
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と

聞
か
れ
た
。
子
供
が
仏
法
の
薫
陶
（
く
ん
と
う
）

を
受
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
私
は
、
す
ぐ
八

歳
の
長
女
を
授
業
に
連
れ
て
い
っ
た
。

以
前
、
私
は
南
伝
仏
教
（
上
座
部
仏
教
）
を

学
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
話
さ
れ
て

い
た
の
は
修
禅
、
座
禅
、
自
度
だ
っ
た
。
そ
の

頃
、
自
宅
近
く
に
あ
る
仏
法
ク
ラ
ス
に
参
加
し

て
、
印
順
導
師
の
『
成
仏
へ
の
道
』
を
勉
強
し

て
い
た
。
導
師
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
「
自
度
す

る
以
外
に
済
度
し
て
こ
そ
、
覚
行
円
満
（
か
く

ぎ
ょ
う
え
ん
ま
ん
）
と
な
る
」
と
説
い
て
い
た
。

会
社
か
ら
奨
学
金
を
受
け
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
勉
強
し

た
。
私
と
妻
の
徐
慧
儀
（
シ
ュ
・
フ
ウ
ェ
イ
ー
）

は
、
一
九
九
五
年
に
結
婚
し
、
三
人
の
娘
を
育

て
た
。
そ
の
頃
、
同
時
に
家
業
、
事
業
、
学
業

を
兼
ね
た
こ
と
で
、
心
身
共
に
苦
労
し
た
。
生

活
は
安
定
し
て
い
た
が
、
人
生
と
は
こ
う
や
っ

て
送
り
、
こ
う
や
っ
て
頑
張
る
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
？
と
い
つ
も
考
え
て
い
た
。

二
〇
〇
四
年
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
慈

済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
劉
済
雨
（
リ
ュ
ウ
・
ジ
ー

ユ
ゥ
ー
）
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て
、
慈
済
の
取

り
組
み
に
深
く
感
動
し
、
直
ち
に
会
員
に
な
っ

て
寄
付
を
し
た
。
二
〇
〇
六
年
の
あ
る
日
、
一

が
、
最
初
の
頃
は
「
知
識
」
と
し
て
い
た
だ
け

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
と
別
れ

た
時
に
、
「
執
着
」
に
よ
る
「
愛
別
離
苦
」
（
あ

い
べ
つ
り
く
）
に
陥
っ
た
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る

「
苦
集
滅
道
」
（
く
じ
ゅ
う
め
つ
ど
う
）
と
い
う

言
葉
を
思
い
出
し
た
。
私
の
「
苦
し
み
」
の
原

因
は
、
良
く
な
い
因
縁
が
た
く
さ
ん
「
集
っ
た
」

か
ら
で
、
何
ら
か
の
「
道
」
を
見
つ
け
て
、
そ

れ
ら
を
「
滅
す
」
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
事
後
、

そ
の
出
来
事
で
私
が
よ
り
深
く
仏
法
を
認
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
。

大
学
卒
業
後
、
私
は
多
国
籍
企
業
に
就
職
し
、

二
、
三
年
後
に
は
管
理
職
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
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イ
ン
ド
の
貧
し
い
村
の
学
校
は
設
備
が
お
粗
末
で
、
数
十
人
の
子
供
が
、
教
室
い
っ

ぱ
い
に
入
っ
て
授
業
を
受
け
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
蘇
祈
逢
さ
ん
は
、
教
育
の
み

が
未
来
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
（
撮
影
・
鄧
亦
絢
）
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化
」
で
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
戻
っ
た
後
、
家
族
や
友
人
と

分
か
ち
合
っ
た
。
私
は
心
の
中
で
、
法
師
の
み

が
着
実
に
仏
法
を
実
践
し
、
仏
陀
が
二
千
五
百

年
余
り
前
に
語
っ
た
本
懐
を
、
私
た
ち
の
目
の

前
に
示
現
し
て
い
る
と
実
感
し
た
。

長
女
は
三
人
の
娘
の
中
で
最
も
早
く
菜
食
を

始
め
、
ま
た
、
私
が
慈
済
に
入
る
縁
を
得
た
の

も
娘
の
存
在
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
彼
女
は
私

に
と
っ
て
人
生
に
お
け
る
恩
人
だ
と
言
え
る
。

私
は
、
協
力
チ
ー
ム
と
互
愛
チ
ー
ム
か
ら
和
気

チ
ー
ム
、
合
心
チ
ー
ム
へ
と
進
み
、
リ
ー
ダ
ー

ま
で
務
め
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
、
慈
済
セ

ラ
ン
ゴ
ー
ル
支
部
副
執
行
長
と
い
う
重
大
な
任

ら
に
二
〇
一
三
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
台
風
三
十

号
（
ハ
イ
エ
ン)

に
見
舞
わ
れ
た
。
被
災
地
へ

支
援
に
向
か
う
場
合
は
、
少
な
く
と
も
十
日
間

は
休
暇
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
時

は
ま
だ
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て
も
残

念
に
思
っ
た
。

以
前
、
一
度
台
湾
に
戻
っ
た
時
、
多
く
の
師

兄
師
姉
と
交
流
し
、
彼
ら
が
時
間
の
喜
捨
に
つ

い
て
分
か
ち
合
う
の
を
聞
い
た
。
朝
の
「
法
の

香
り
に
浸
る
」
開
示
か
ら
始
ま
り
、
丸
一
日
、

夜
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
い
っ
ぱ
い
な
の
だ
。
彼
ら
は
ど
う
や
っ
て
、

い
と
も
簡
単
に
こ
の
よ
う
な
生
活
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。
お
金
に
余
裕
が
で
き
た

務
を
授
か
っ
た
。
当
時
弱
冠
四
十
歳
過
ぎ
だ
っ

た
が
、
事
業
か
ら
退
こ
う
と
考
え
始
め
た
。

事
業
を
退
い
て
慈
済
に
投
入
す
る

二
〇
一
一
年
か
ら
一
三
年
ま
で
、
私
は
或
る

会
社
の
東
南
ア
ジ
ア
支
店
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
立

ち
上
げ
る
手
伝
い
を
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

だ
っ
た
の
で
、
仕
事
は
と
て
も
忙
し
く
、
よ
く

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、
多
く
の
国
を
行

き
来
し
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
一
冊
が
二
年
以
内
に

ス
タ
ン
プ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
努
力
の
甲

斐
あ
っ
て
、
二
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
会
社
の

売
り
上
げ
が
、
一
千
万
マ
レ
ー
シ
ア
・
リ
ン
ギ
ッ

ト
ほ
ど
に
達
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
、
五
百
人

の
社
員
を
管
理
し
て
い
た
。

法
師
は
、
「
価
値
の
あ
る
人
生
を
送
る
よ
う

に
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
私
も
そ
れ
を
ず
っ

と
考
え
て
い
た
。
自
分
の
人
生
の
意
義
は
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
功
能
（
く
の
う
）
を
発

揮
す
る
人
生
を
選
び
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
「
事
業
」
の
面
で
は
、
す
で
に
功
能
を
発

揮
し
尽
く
し
た
と
思
っ
た
。

そ
の
数
年
間
、
世
界
で
は
幾
つ
も
の
大
き
な

災
害
が
起
き
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
イ
ン
ド
洋

大
津
波
が
起
こ
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
を
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
が
襲
い
、
さ
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な
い
」
と
い
う
言
葉
を
法
師
は
教
え
て
く
れ
た

が
、
私
は
そ
れ
が
完
全
に
理
解
で
き
る
。

何
事
も
考
え
過
ぎ
な
い
こ
と
だ
。
考
え
過
ぎ

る
と
、
何
も
で
き
な
く
な
る
。
時
間
を
切
り
捨

て
、
富
を
捨
て
、
快
適
な
生
活
を
送
り
た
い
と

い
う
欲
を
捨
て
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

「
痛
み
」
を
感
じ
て
こ
そ
「
捨
て
る
」
の
で
あ
り
、

痛
く
も
痒
く
も
な
け
れ
ば
、
「
捨
て
る
」
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

教
師
と
生
徒
の
距
離
を
近
づ
け
る

慈
済
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奉
仕

し
て
い
る
の
で
、
給
料
は
も
ら
っ
て
い
な
い
。

の
言
葉
に
深
く
啓
発
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
よ
り
も
前
、
私
は
一
人
で
で
き
る
、
小
さ
な

規
模
で
起
業
す
る
準
備
を
し
て
い
た
。
そ
の
業

種
は
と
て
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
、
い
つ
で
も
海

外
に
行
け
る
の
で
、
慈
済
に
投
入
す
る
こ
と
を

妨
げ
な
い
の
だ
。

因
縁
は
実
に
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
善
行

し
た
い
と
思
っ
た
時
、
と
て
も
多
く
の
恩
人
に

守
ら
れ
、
願
い
が
成
就
す
る
の
だ
。
例
え
ば
今
、

私
の
妹
が
業
務
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
し
、

収
入
は
多
く
な
く
て
も
、
航
空
券
を
買
う
ぐ
ら

い
は
あ
り
、
生
活
も
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。

ブ
ッ
ダ
が
言
っ
た
、
「
仏
門
に
入
る
者
は
貧
し

く
な
ら
ず
、
仏
門
を
出
る
者
は
豊
か
に
は
な
れ

時
に
退
職
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。
生
活
は
裕

福
で
な
く
て
も
、
シ
ン
プ
ル
で
あ
れ
ば
良
い
の

だ
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
も
人
生
の
選
択
肢
の
一

つ
な
の
だ
！

二
〇
一
四
年
、
四
十
六
歳
に
な
っ
た
時
、
事

業
か
ら
退
く
こ
と
を
決
め
た
。
大
金
が
で
き
た

か
ら
こ
の
よ
う
な
決
心
を
し
た
の
で
は
な
い
。

「
人
生
で
、
も
し
人
に
必
要
と
さ
れ
、
功
能
（
く

の
う
）
を
発
揮
し
て
人
に
奉
仕
で
き
る
の
な
ら
、

そ
れ
は
最
も
幸
せ
な
人
生
で
す
」
と
い
う
法
師

蘇
祈
逢
さ
ん
と
ネ
パ
ー
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
中
退

し
た
学
生
の
家
庭
を
訪
問
し
、
困
難
の
解
決
へ
向
け

て
サ
ポ
ー
ト
し
、
勉
強
で
き
る
機
会
を
大
切
に
す
る

よ
う
、
子
供
を
励
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
撮
影
・
ラ
ー
ジ
・
ク
マ
ー
ル
）
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次
第
に
三
日
、
五
日
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
台
湾

の
台
南
と
花
蓮
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
慈
済
小
中

学
校
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
過
程
で
私
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
責

務
を
担
う
こ
と
で
成
長
を
強
い
ら
れ
る
の
だ
、

と
分
か
っ
た
。
チ
ー
ム
み
ん
な
で
教
育
人
材
を

探
し
、
学
校
建
設
資
金
の
調
達
や
行
政
の
仕
組

二
〇
一
六
年
、
「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
慈
済
国

際
学
校
」
設
立
の
際
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
慈
済
支

部
の
執
行
長
だ
っ
た
慈
露
（
ヅ
ー
ル
ー
）
師
姉

は
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
を
見
て
、
私

は
放
っ
て
お
け
な
く
な
り
、
自
分
か
ら
「
私
に

手
伝
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
最
初
支

部
に
行
っ
て
い
た
の
は
週
に
二
日
だ
っ
た
が
、

シンガポールとマレーシアのチームは、慈済の人文教育の経験をインド・

ブッタガヤで実践した。シロンガ村の子供は、最初の静思語授業で「笑

顔が最も美しい顔」という言葉を学んだ。（撮影・鄧亦絢）
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み
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
セ
ラ
ン

ゴ
ー
ル
慈
済
国
際
学
校
の
建
設
は
二
〇
一
六
年

に
始
動
し
、
二
〇
二
〇
年
一
月
に
正
式
に
開
校

し
た
。

二
〇
二
二
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
落
ち
着
く
と
、
法
師
は
仏
陀
の
故
郷
で
苦

難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
の
生
活
を
好
転
さ

せ
た
い
と
切
に
願
い
、
よ
り
多
く
の
マ
レ
ー
シ

ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
た
。
私
は
慈
露
師

姉
か
ら
、
法
師
の
悲
願
を
一
緒
に
叶
え
ま
せ
ん

か
と
聞
か
れ
た
。
そ
の
時
、
国
際
学
校
も
軌
道

に
乗
っ
て
い
た
の
で
、
「
は
い
！
」
と
答
え
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
行
っ
て
い
る
静
思
語
教
育

と
、
国
際
学
校
で
提
供
し
て
い
る
人
文
教
育
を

ル
ン
ビ
ニ
で
応
用
し
た
と
こ
ろ
、
短
期
間
で
効

果
が
現
れ
た
。
七
カ
月
の
間
、
私
は
十
人
の
教

育
者
の
台
湾
訪
問
に
付
き
添
っ
た
。
そ
の
う
ち

の
七
人
は
校
長
先
生
だ
っ
た
。
彼
ら
は
慈
済
の

教
育
を
称
賛
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
教
育
の
中
に

取
り
入
れ
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

今
、
教
師
た
ち
は
校
門
に
立
っ
て
、
登
校
す

る
生
徒
を
出
迎
え
て
い
る
。
以
前
は
校
長
先
生

や
教
師
と
言
葉
を
交
わ
す
の
が
怖
か
っ
た
と
い

う
生
徒
も
い
た
が
、
先
生
た
ち
が
変
わ
っ
た
の

を
見
て
、
自
分
た
ち
か
ら
近
づ
く
よ
う
に
な
っ

た
。
人
に
は
礼
を
以
て
接
し
、
教
師
を
尊
敬
し
、

そ
の
教
え
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
、
小
さ
な
こ
と

の
積
み
重
ね
か
ら
始
ま
る
の
だ
。

子
供
た
ち
が
慈
済
の
贈
っ
た
制
服
を
着
て
、

教
師
を
見
か
け
た
ら
九
十
度
の
お
辞
儀
を
し
て

挨
拶
す
る
の
を
見
る
と
、
秩
序
正
し
い
印
象
を

受
け
た
。
し
か
し
、
食
事
の
時
に
子
供
た
ち
が

手
や
葉
っ
ぱ
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
っ
て
食

べ
て
い
る
の
を
見
た
。
エ
コ
食
器
類
を
贈
っ
て

か
ら
は
、
食
事
の
作
法
も
変
わ
っ
た
。
子
供
た

ち
は
と
て
も
純
真
で
、
教
え
て
正
し
く
導
き
さ

え
す
れ
ば
、
彼
ら
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

法
師
の
教
育
理
念
は
、
生
活
の
中
で
最
も
必

要
な
こ
と
で
あ
り
、
異
な
る
国
で
も
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
二
二
年
三
月
か
ら
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
リ
レ
ー
式
に
交
代
で
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
タ
ガ

ヤ
に
常
駐
し
て
い
る
。
私
が
、
ル
ン
ビ
ニ
で
人

文
教
育
の
推
進
に
使
っ
て
い
る
五
分
間
の
動
画

を
シ
ロ
ン
ガ
村
公
立
学
校
の
校
長
先
生
と
共
有

し
た
と
こ
ろ
、
私
た
ち
が
教
室
に
入
っ
て
模
範

を
示
す
の
を
許
可
し
て
く
れ
た
。

最
初
に
教
え
た
静
思
語
は
、
「
自
分
を
卑
下

し
な
い
。
人
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る

か
ら
」
。
ま
た
「K

h
u
s
i

！K
h
u
s
i

！
」
（
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
で
幸
せ
、
嬉
し
い
と
い
う
意
味
）
と

い
う
音
楽
で
良
い
雰
囲
気
に
す
る
と
、
子
供
た

ち
は
笑
顔
に
な
り
、
校
長
先
生
も
と
て
も
喜
び
、

私
た
ち
が
継
続
し
て
来
る
こ
と
を
快
く
認
め
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蘇祈逢さんは、ブッタガヤの慈済ボランティア養

成講座で、責任を担うことを学ぶよう、皆を励ま

した（写真左）。その直後、村に行って、村民の

ために仕事の機会を探す手伝いをした（写真右）。
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レ
ー
シ
ア
の
楊
文
輝
（
ヤ
ン
・
ウ
ェ
ン
フ
ウ
ェ
イ
）

師
兄
な
ど
は
、
イ
ン
ド
政
府
に
三
百
六
十
五
日

就
労
で
き
る
ビ
ザ
を
申
請
し
た
。
私
た
ち
が
心

の
故
郷
で
あ
る
静
思
精
舎
と
仏
陀
の
故
郷
ブ
ッ

タ
ガ
ヤ
を
往
来
し
、
仏
陀
の
故
郷
に
恩
返
し
を

し
て
、
苦
難
に
あ
る
人
々
の
生
活
を
好
転
さ
せ

る
こ
と
は
、
人
生
の
中
で
と
て
も
価
値
の
あ
る

事
だ
と
思
う
。

私
が
心
置
き
な
く
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る

こ
と
を
、
家
族
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

妻
は
大
学
教
授
で
、
認
証
を
授
か
っ
た
慈
済
委

員
で
も
あ
る
。
長
女
は
二
十
六
歳
に
な
り
、
慈

済
委
員
の
養
成
講
座
を
受
け
て
お
り
、
次
女
は

イ
ギ
リ
ス
で
薬
剤
師
を
し
て
い
て
、
三
女
は
マ

説
法
台
を
訪
れ
た
。
そ
こ
は
仏
陀
が
『
無
量
義

経
』
と
『
法
華
経
』
を
説
法
し
た
場
所
で
あ
る
。

二
千
五
百
年
余
り
前
に
も
、
き
っ
と
私
た
ち
は

仏
陀
の
前
に
座
っ
て
聞
法
し
て
い
た
と
信
じ
て

い
る
。
そ
し
て
今
、
『
無
量
義
経
』
の
精
神
を

体
験
し
、
仏
陀
の
故
郷
で
一
つ
一
つ
着
実
に
実

践
し
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
感
動
を
覚
え
る
と

共
に
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
因
縁
を
大
切
に
す

る
よ
う
に
と
念
を
押
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
で
は
毎
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
チ
ー
ム
ご

と
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
イ
ン

ド
に
赴
い
て
お
り
、
一
年
の
う
ち
百
日
以
上
滞

在
し
て
い
る
人
も
い
る
。
私
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
林
金
燕
（
リ
ン
・
ジ
ン
イ
ェ
ン
）
師
姉
、
マ

力
な
ど
の
面
で
、
足
り
な
い
部
分
が
多
い
の
だ
。

如
何
に
し
て
若
者
を
助
け
た
ら
良
い
の
か
。

ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
は
仏
教
聖
地
の
一
つ
で
、
各
国
か

ら
巡
礼
に
訪
れ
る
仏
教
徒
を
惹
き
つ
け
る
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
、
彼
ら
の
英
語
力
を
高
め
て
、

ガ
イ
ド
や
飲
食
業
、
宿
泊
業
関
連
の
仕
事
に
就

け
る
よ
う
、
英
語
の
先
生
を
招
聘
し
た
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ス
と
裁
縫
ク
ラ
ス
も
開
き
、
手

に
職
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
養
成
し
て

い
る
。

二
千
五
百
年
前
に
来
た
こ
と
が
あ
る

二
〇
二
三
年
、
私
た
ち
は
初
め
て
霊
鷲
山
の

て
く
れ
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

自
信
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
慈
済
手
話
を
使
っ

て
、
良
い
価
値
観
を
学
ん
で
も
ら
っ
た
。
一
年

余
り
、
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
で
続
け
た
が
、
す
で
に
延

べ
一
万
五
千
人
の
生
徒
が
静
思
語
の
授
業
を

受
け
た
。

慈
善
志
業
方
面
で
は
、
私
た
ち
は
社
会
の
最

下
層
が
暮
ら
す
貧
困
の
村
に
入
り
、
若
者
が
就

職
し
難
い
現
状
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
若
者
の
教

育
水
準
と
職
業
ス
キ
ル
の
問
題
が
関
係
し
て
い

る
。
た
と
え
大
学
で
学
ん
で
も
、
普
段
は
自
主
学

習
が
主
で
、
試
験
の
時
だ
け
学
校
に
戻
っ
て
い

る
。
大
学
を
卒
業
し
た
と
し
て
も
、
特
に
人
と

の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
思
考
能
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ム
が
や
っ
て
来
る
。

悟
り
を
開
き
た
い
の
な
ら
ば
、
こ
こ
に
来
た

ほ
う
が
早
い
。
苦
を
見
て
悲
心
（
ひ
し
ん
）
が

啓
発
さ
れ
、
悲
心
が
あ
る
こ
と
で
、
智
慧
が
啓

発
さ
れ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
が
法
師
の
教
え
の
素

晴
ら
し
さ
だ
。
私
た
ち
が
菩
薩
道
を
歩
み
、
精

進
す
る
よ
う
に
と
励
ま
し
て
く
れ
る
。
こ
こ
で

一
カ
月
滞
在
し
、
毎
日
全
身
全
霊
で
慈
済
に
取

り
組
む
の
は
、
自
分
の
故
郷
で
一
年
間
取
り
組

レ
ー
シ
ア
・
プ
ト
ラ
大
学
の
二
年
生
で
あ
る
。

子
供
た
ち
は
幼
い
頃
か
ら
と
て
も
聞
き
分
け
が

良
く
、
勉
強
や
試
験
の
心
配
を
す
る
必
要
が
な

か
っ
た
。
親
が
良
い
手
本
を
示
せ
ば
、
子
供
た

ち
は
そ
の
姿
を
見
て
自
然
と
学
ぶ
の
だ
ろ
う
。

彼
女
た
ち
の
理
解
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
安
心
し

て
奉
仕
が
で
き
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

法
師
に
も
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
法
師
の

悲
願
が
あ
る
か
ら
、
弟
子
た
ち
は
喜
ん
で
奉
仕

し
、
や
る
べ
き
こ
と
を
担
っ
て
い
る
の
だ
。
加

え
て
、
現
地
の
人
は
私
た
ち
を
と
て
も
必
要
と

し
て
い
る
の
だ
。
皆
が
進
ん
で
快
適
な
生
活
を

捨
て
、
摂
氏
四
十
度
以
上
の
気
温
の
中
、
不
意

に
起
き
る
停
電
に
耐
え
な
が
ら
、
次
々
に
チ
ー

ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
は
仏
陀
が
悟
り
を
開
い
た
所
で
、
マ

ハ
ー
ボ
デ
ィ
寺
院
の
塔
の
前
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

『
無
量
義
経
』
を
唱
え
て
、
仏
陀
の
教
え
を
受
け
継

い
だ
。
人
生
を
好
転
さ
せ
る
の
は
大
変
な
道
の
り
だ

が
、
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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う
と
す
る
人
は
多
い
。
様
々
な
事
が
恐
れ
る
必

要
は
な
い
と
私
た
ち
を
導
き
、
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
さ
せ
て
い
る
。
逆
に
今
の
私
た
ち
は
絶
え
ず

用
心
し
、
方
向
を
定
め
、
菩
薩
の
種
を
培
っ
て
、

使
命
を
引
き
継
い
で
い
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
法
師
が
引
き
続
き
、
苦
難

を
好
転
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
導
い
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
切
に
願
い
、
パ
ズ
ル
の
最
後
の
ピ
ー
ス

を
埋
め
て
完
成
さ
せ
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

慈
済
月
刊
六
九
六
期
よ
り)

こ
と
は
、
敬
意
を
持
っ
て
證
厳
法
師
の
『
衲
履

足
跡
（
行
脚
の
軌
跡
）
』
を
読
む
こ
と
だ
っ
た
。

当
時
は
ほ
と
ん
ど
全
部
読
ん
だ
。
今
ブ
ッ
ダ
ガ

ヤ
に
来
て
、
法
師
は
大
き
な
方
向
を
示
し
て
く

れ
る
が
、
多
く
の
こ
と
は
チ
ー
ム
自
ら
が
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
を
敷
き
、
平
坦
の
み

な
ら
ず
広
く
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良

い
の
だ
ろ
う
。
本
か
ら
で
し
か
法
師
の
智
慧
を

真
に
理
解
で
き
な
い
が
、
一
寸
た
り
と
も
逸
れ

ず
、
法
師
を
安
心
さ
せ
る
に
は
、『
衲
履
足
跡
（
行

脚
の
軌
跡
）
』
こ
そ
が
最
も
良
い
、
師
に
付
き

随
う
道
な
の
だ
。

法
師
の
悲
願
を
喜
ん
で
一
緒
に
達
成
さ
せ
よ

む
こ
と
に
等
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
多
く

の
人
が
冗
談
め
か
し
て
言
う
。

皆
が
異
な
る
場
所
か
ら
来
て
、
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
取
り
組
み
方
も
同
じ
で
は
な
い
が
、

物
事
が
円
満
に
い
か
な
い
時
、
心
を
広
く
、
純

粋
に
持
つ
べ
き
で
、
自
分
へ
の
試
練
だ
と
思
え

ば
、
比
較
的
落
ち
着
い
て
放
下
で
き
、
一
人
ひ

と
り
が
完
璧
な
「
菩
薩
」
で
あ
れ
と
執
着
す

る
こ
と
は
な
く
な
る
は
ず
だ
。
私
は
今
で
も
、

ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
で
他
人
を
助
け
る
の
も
、
自
分
の

人
生
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
状
況
の
お

か
げ
で
修
行
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

慈
済
に
入
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
最
初
に
し
た

支
援
を
受
け
て
い
る
乞
食
も
人
助
け
し
た
い
と
言
っ

た
の
で
、
蘇
祈
逢
さ
ん
が
彼
と
指
切
り
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
・
葉
晋
宏
）
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の
世
界
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
。

「
全
て
の
テ
レ
ビ
局
は
人
々
に
知
識
を
広
げ

て
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
智
慧
を

啓
発
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
大
愛
テ
レ
ビ
は
智
慧
を
発
揮
す
る
大
愛

に
よ
っ
て
人
心
を
浄
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
の
世
の
中
に
聡
明
な
人
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
彼
ら
の
欲
望
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
も
し
彼
ら
が
仏
法
を
求
め
、
善
知
識
を

求
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
間
違
い
な
く
人
心
を

浄
化
で
き
る
で
し
ょ
う
。
も
し
貪
欲
で
あ
れ
ば
、

無
限
に
貪
り
続
け
、
永
遠
に
欲
を
求
め
て
、
奪

い
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
日
国
際
ニ
ュ
ー

「
今
の
世
の
中
を
見
て
い
る
と
、
や
る
べ
き
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
無

力
感
も
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
が
力
を

も
っ
と
結
集
さ
せ
れ
ば
、
目
標
を
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
。
昔
の
子
供
た
ち
は
、
友
達
を
お
み
こ

し
の
よ
う
に
担
い
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
二
人

で
両
手
を
組
み
、
三
人
目
の
子
供
を
持
ち
上
げ

る
の
で
す
。
私
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
、
良
い
言

葉
や
良
い
雰
囲
気
を
広
め
、
人
々
が
良
い
行
い

を
し
、
良
い
言
葉
を
口
に
し
て
正
し
い
道
を
歩

む
よ
う
促
し
、
社
会
に
良
い
『
歓
迎
の
雰
囲
気
』

を
生
み
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
良
い
人
と
良

い
行
い
が
溢
れ
る
世
界
に
な
っ
て
こ
そ
、
菩
薩

メ
デ
ィ
ア
に
は
、
人
々
の
知
識
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、

智
慧
を
開
花
さ
せ
る
役
目
も
あ
り
、

誠
実
に
善
行
し
て
模
範
を
示
す
こ
と
で
人
々
を
感
動
さ
せ
、
悟
り
へ
と
導
く
の
で
す
。

無
力
感
を
抱
き
つ
つ
も
諦
め
な
い

三
月
二
十
七
日
の
人
文
志
策
会
で
上
人

は
、
大
愛
テ
レ
ビ
を
設
立
し
た
こ
と
に

よ
り
、
確
実
に
慈
済
の
四
大
志
業
の
声
を
発
信

し
、
大
愛
テ
レ
ビ
の
伝
播
の
力
で
大
衆
に
宣
伝

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま

し
た
。
「
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
の
た
め
に
、
私
た

ち
の
理
想
と
は
何
な
の
か
を
伝
え
る
力
を
得
た

の
で
す
。
四
大
志
業
は
共
同
体
で
あ
り
、
横
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
、
人
心
の
浄
化
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
。

◎
文
・
釋
徳

／
訳
・
済
運

伝
播
と
い
う
力
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そ
こ
で
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
で
の
飲
食
の
提
供

に
関
し
て
、
上
人
は
、
煙
や
油
汚
れ
が
周
囲
の

環
境
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
静
か

な
空
間
で
話
を
し
た
い
人
の
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
を
提
供
し
た
り
、
子
供
た
ち
に
も
静
か

で
清
潔
な
場
所
で
読
書
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。
最
も
重
要

な
の
は
、
そ
の
空
間
か
ら
慈
済
の
精
神
や
思
想

が
伝
わ
り
、
入
っ
て
き
た
人
々
に
、
本
を
読
む

だ
け
で
な
く
、
世
界
中
に
あ
る
慈
済
の
拠
点
地

図
を
見
て
も
ら
い
、
各
国
の
慈
済
の
足
跡
や
各

道
場
の
発
展
状
況
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

ス
を
見
て
い
る
と
、
非
常
に
心
配
に
な
り
、
無

力
感
を
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、
良
い
因
縁

を
大
切
に
し
て
そ
れ
を
善
用
し
、
人
文
志
業
の

持
つ
伝
播
と
い
う
良
能
を
発
揮
し
て
、
仏
法
を

広
め
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
」
。

上
人
は
慈
済
の
創
設
当
時
の
様
子
を
語
り

ま
し
た
。
信
用
を
築
く
た
め
に
新
聞
の
形
で
半

月
刊
紙
を
発
行
し
、
五
元
や
十
元
の
寄
付
で
も

明
細
を
き
ち
ん
と
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
人

文
志
業
の
最
初
の
形
で
し
た
。「
そ
の
時
、
あ
ら

ゆ
る
寄
付
者
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
名

前
を
掲
載
し
た
く
な
い
人
に
は
『
隠
名
氏
（
匿

名
氏
）
』
と
書
き
ま
し
た
。
あ
る
時
、
何
人
か
の

『
隠
名
氏
（
匿
名
氏
）
』
が
い
ま
し
た
が
、
ど
の

慈
済
委
員
が
寄
付
を
集
め
た
の
か
は
、
全
て
明

確
に
記
録
し
ま
し
た
」
。

「
仏
教
で
は
『
信
は
道
の
源
、
功
徳
の
母
』

と
言
い
ま
す
が
、
信
じ
る
心
こ
そ
あ
ら
ゆ
る

善
行
が
育
つ
根
源
な
の
で
す
」
。
従
っ
て
、
全

て
は
「
信
」
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
慈
済
人

文
志
業
の
報
道
が
全
て
の
人
々
に
信
頼
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
誠
実
に
善

行
す
る
模
範
的
な
姿
が
人
々
に
感
動
を
与
え

る
の
で
す
。

喧
騒
の
中
の
静
け
さ

三
月
二
十
八
日
、
新
泰
区
の
師
兄
や
師
姉
た

ち
が
、
林
口
静
思
堂
の
建
設
状
況
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
運
営
、
静
思
書
軒
（
ジ
ン
ス
ー
・
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
）
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

上
人
は
、
清
潔
で
優
雅
な
環
境
を
保
つ
よ
う
に

と
指
示
し
ま
し
た
。
人
心
を
浄
化
す
る
た
め
に

地
域
の
道
場
と
ジ
ン
ス
ー
・
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を

設
立
す
る
の
で
す
か
ら
、
街
の
喧
騒
の
中
に

あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
入
る
と
心
が
落
ち
着
く
空

間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
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る
こ
と
だ
と
語
り
ま
し
た
。

「
慈
済
が
な
ぜ
静
思
堂
を
建
設
す
る
の
か
、
分

か
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
の
で
、
私
た
ち
は
、
慈

済
道
場
が
そ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
人
心
を
浄

化
し
て
い
る
の
か
を
、
皆
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
林
口
静
思
堂
の
場

合
、
当
地
区
に
は
幾
つ
か
の
チ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
担
当
地
区
の

活
動
に
つ
い
て
分
か
ち
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
ど
の
家
庭
に
も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
師
兄

や
師
姉
が
ど
の
よ
う
に
発
心
し
、
家
庭
を
和
や

か
に
し
た
の
か
を
分
か
ち
合
う
と
、
そ
れ
は
教

育
に
な
り
ま
す
。
慈
済
人
の
精
神
理
念
を
示
し
、

特
色
を
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
」
。

「
私
た
ち
は
静
思
堂
で
慈
済
の
情
を
広
め
、
人

間
（
じ
ん
か
ん
）
菩
薩
の
貢
献
を
語
り
継
ぐ
の
で

す
。
仏
陀
が
教
え
た
菩
薩
法
、
慈
済
人
は
そ
れ

を
二
千
五
百
年
余
り
後
の
現
代
に
実
践
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
行
い
は
自
分
の
た
め
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
見
返
り
を
求
め
な
い
奉
仕
を
し
、
さ

ら
に
互
い
に
感
謝
し
合
え
ば
、
感
謝
と
喜
び
の

気
持
ち
に
満
た
さ
れ
て
い
く
の
で
す
」
。

間
取
り
が
ど
の
よ
う
に
人
文
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
す
か
に
つ
い
て
、
上
人
は
こ
う
述
べ

葉
を
発
し
、
そ
こ
で
聞
い
た
慈
済
の
活
動
を
他

の
人
に
伝
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

が
弘
法
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
」
。

上
人
は
言
い
ま
し
た
。
「
林
口
静
思
堂
は
、
街

の
喧
騒
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
近
づ
く
と
梵
唄

が
聞
こ
え
、
静
け
さ
の
中
に
妙
音
が
響
き
、
ま

た
、
世
界
を
舞
台
に
し
た
慈
済
の
奉
仕
活
動

に
つ
い
て
展
示
が
あ
り
、
慈
済
人
が
そ
の
内
容

を
語
り
、
慈
済
の
茶
道
、
花
道
、
書
道
講
座
を

学
び
た
い
人
々
を
、
人
間
菩
薩
を
、
迎
え
入
れ

る
場
所
で
す
。
で
す
か
ら
、
心
し
て
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
」
。
（
慈
済
月
刊
七
〇
二
期
よ
り
）

ま
し
た
。「
人
々
が
一
目
見
て
喜
び
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
人
は
い
つ
も
視
覚

で
『
形
や
色
』
を
と
ら
え
て
い
ま
す
か
ら
、
物

の
配
置
が
美
し
け
れ
ば
、
見
る
人
は
近
づ
い
て

も
っ
と
理
解
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
も
の

で
す
。
中
に
入
っ
て
感
じ
る
優
雅
で
静
か
な
雰

囲
気
や
、
座
っ
て
静
か
に
語
り
合
う
様
子
も
、
人

を
惹
き
つ
け
る
も
の
で
す
。
傍
に
立
っ
て
い
る

だ
け
で
楽
し
く
な
っ
て
、
や
が
て
椅
子
を
持
っ

て
き
て
座
っ
て
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

空
間
に
い
れ
ば
、
人
々
は
耳
や
目
か
ら
仏
法
を

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
良
い
言
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慈
済
は
２
０
２
３
年
か
ら
毎
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
マ
ン
タ
、
サ
ン
タ
ア
ナ
、
プ

エ
ル
ト
ビ
エ
ホ
、
カ
ノ
ア
の
４
都
市
で
文
具
セ
ッ
ト
を
配
付
し
、
貧
困
家
庭
の
子
供
た
ち

を
支
援
し
て
い
る
。
今
年
は
５
月
２
４
日
か
ら
６
月
３
日
に
か
け
て
９
回
行
わ
れ
、
延
べ

１
，
１
１
３
人
を
支
援
し
た
。
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０
１
２
１
嘉
義
地
震
の
後
、
慈
済
は
震
源
地
に
近
い
台
南
市
楠
西
区
と
玉
井
区
で
緊
急

支
援
と
住
宅
の
修
繕
活
動
を
展
開
し
た
。
更
に
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
台
南
市
政

府
と
協
力
し
て
楠
西
地
区
に
「
大
愛
福
利
パ
ー
ク
」
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

６
月
２
１
日
に
着
工
し
、
３
階
建
て
の
建
物
で
、
２
階
と
３
階
に
は
５
２
室
の
バ
ス
ト
イ

レ
付
き
の
部
屋
と
１
８
室
の
二
人
用
の
部
屋
が
あ
り
、
全
部
で
７
０
室
で
あ
る
。
１
階
に

は
地
域
住
民
が
集
え
る
ホ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
、
デ
イ
ケ
ア
と
レ
ジ
ャ
ー
機
能
を
兼
ね
備
え

て
い
る
。

●��

「
２
０
２
５
年
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」
が
５
月
１
７
日
か
ら
３
０
日
ま
で
台

北
市
と
新
北
市
で
開
催
さ
れ
た
。
慈
済
基
金
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、

４
８
８
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
会
場
で
シ
フ
ト
を
組
み
、
延
べ
２
，
０
０
０
人
以
上
が

１
０
７
の
国
と
地
域
か
ら
来
た
選
手
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

●��

慈
済
骨
髄
幹
細
胞
セ
ン
タ
ー
の
楊
国
梁
主
任
と
医
療
方
面
の
楊
尚
憲
主
任
は
、
カ
ナ
ダ
・

ケ
ベ
ッ
ク
州
で
開
催
さ
れ
た
世
界
骨
髄
バ
ン
ク
機
構
（
Ｗ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
年
次
総
会
に
出
席

し
、
協
会
の
慈
済
基
金
会
に
対
す
る
「
再
認
定
証
書
」
を
受
け
取
っ
た
。
Ｗ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
世

界
中
の
骨
髄
バ
ン
ク
を
認
証
す
る
唯
一
の
機
関
で
あ
り
、
ド
ナ
ー
の
安
全
な
提
供
と
患
者

へ
の
移
植
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
骨
髄
バ
ン
ク
の
標
準
化
作
業
を
厳
し
く

規
定
し
て
、
４
年
に
１
度
、
厳
格
な
現
地
審
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
慈
済
骨
髄
デ
ー
タ

バ
ン
ク
は
「F

u
l
l
 
S
t
a
n
d
a
r
d
s

」
認
証
を
取
得
し
て
お
り
、
現
在
、
協
会
が
認
証
す
る

最
高
ラ
ン
ク
の
認
証
で
あ
る
。
（
５
月
１
９
日
～
２
２
日
）

165

216

◎
訳
・
済
運
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●�

ハ
イ
チ
は
情
勢
が
引
き
続
き
悪
化
し
て
お
り
、
ギ
ャ
ン
グ
の
暴
力
事
件
、
食
糧
危
機
、
コ

レ
ラ
の
流
行
、
人
道
支
援
不
足
と
い
っ
た
苦
境
に
陥
っ
て
お
り
、
広
く
住
民
を
苦
し
め

て
い
る
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
張
永
忠
さ
ん
は
、
現
地
で
母
の
日
に
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
率
い
て
朝
山
礼
拝
活
動
と
灌
仏
会
を
催
し
、
社
会
の
早
期
の
平
和
を
祈
る
と

共
に
、
台
湾
か
ら
の
人
道
支
援
米
を
２
回
配
付
し
た
。
（
５
月
２
５
日
）

ハ
イ
チ 

　

H
aiti

●�

３
月
２
８
日
の
マ
ン
ダ
レ
ー
地
震
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
４
月
２
日
か
ら
２
０
日
ま
で
第

１
段
階
の
緊
急
支
援
活
動
を
行
な
い
、
食
料
、
福
慧
ベ
ッ
ド
、
エ
コ
毛
布
、
蚊
帳
、
医
療

用
マ
ス
ク
な
ど
の
支
援
物
資
を
提
供
し
た
。

●�

４
月
２
７
日
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
再
び
被
災
地
に
赴
き
、
第
２
段
階
の
調
査
と
配
付

を
実
施
し
た
。
第
１
段
階
の
支
援
に
続
い
て
、
累
計
で
１
２
の
病
院
に
医
薬
品
、
医
療
、

Ｎ
９
５
マ
ス
ク
、
医
療
用
手
袋
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
「
仕
事
を
与
え
て
支
援
に
代
え
る
」

方
式
で
仮
設
住
宅
３
０
カ
所
を
建
設
し
、
１
，
８
２
２
人
の
僧
侶
と
村
人
に
一
時
的
な
住

居
を
提
供
し
た
。
５
月
２
５
日
ま
で
引
き
続
き
、
被
災
者
に
米
、
食
用
油
、
福
慧
ベ
ッ
ド
、

エ
コ
毛
布
、
蚊
帳
な
ど
の
物
資
を
配
付
し
た
。
さ
ら
に
６
月
１
１
日
に
は
タ
ダ
ー
ウ
ー
郡

で
米
と
食
用
油
を
２
６
６
世
帯
に
配
付
し
た
。

●�

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
６
月
に
新
学
期
を
迎
え
る
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
国

を
跨
い
で
支
援
を
行
な
っ
た
。
現
地
の
４
つ
の
請
負
業
者
と
「
仕
事
を
与
え
て
支
援
に
代

ミ
ャ
ン
マ
ー 

　

M
yanm

ar

え
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
し
て
、
５
月
１
５
日
か
ら
被
災

し
た
学
校
や
寺
院
に
仮
設
の
教
室
と
住
宅
を
建
設
し
た
。
１
戸
あ
た
り
約
１
３
坪
で
、
土

地
の
面
積
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
を
調
整
し
た
。
６
月
１
５
日
ま
で
に
孔
子
学
校
の
４
つ
の
校

区
と
１
０
の
寺
院
の
合
計
８
７
棟
を
完
成
さ
せ
た
。
マ
ン
ダ
レ
ー
市
、
ア
マ
ラ
プ
ラ
郡
、

イ
ン
ワ
郡
、
タ
ダ
ー
ウ
ー
郡
、
そ
し
て
首
都
ネ
ピ
ド
ー
を
対
象
に
、
合
計
２
０
０
棟
を
建

設
す
る
予
定
で
あ
る
。



モ
ザ
ン
ビ
ー
ク 

　

M
ozam

bique

●�

ソ
フ
ァ
ラ
州
ク
ー
ラ
大
愛
村
の
住
居
が
完
成
し
、
１
７
１
世
帯
が
、
風
速
約
２
５
０
キ
ロ

の
４
級
サ
イ
ク
ロ
ン
に
も
耐
え
ら
れ
る
新
居
に
入
居
し
た
。
ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
よ

る
、
基
本
的
な
照
明
も
提
供
さ
れ
た
。
建
設
過
程
で
は
地
元
住
民
も
参
加
し
、
慈
済
が
建

築
技
術
を
教
え
、
就
業
ス
キ
ル
と
家
庭
の
収
入
を
向
上
さ
せ
た
。

●�

２
０
１
９
年
３
月
、
サ
イ
ク
ロ
ン
・
イ
ダ
イ
が
中
部
の
ソ
フ
ァ
ラ
州
を
襲
い
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
慈
済
は
４
つ
の
大
愛
村
の
建
設
を
企
画
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
か
ら
、
２
０
２
１
年
に
正
式
に
着
工
し
た
。
今
は
す
で
に
８
６
７
棟
が
完
成
し
、
使
用

さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
６
年
４
月
ま
で
に
３
，
０
０
０
棟
以
上
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、

さ
ら
に
２
３
の
学
校
の
支
援
建
設
も
行
う
。
（
６
月
１
１
日
）
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●��

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
首
相
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
師
協
会
（
Ｔ
Ｙ
Ｄ
Ａ
）
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
の
慈
済
人
医
会
と
共
に
、
タ
ケ
オ
州
プ
レ
イ
カ

バ
ス
郡
立
紹
介
病
院
で
、
眼
科
、
歯
科
、
外
科
、
内
科
、
中
医
科
の
５
つ
の
診
療
科
目
で

施
療
を
行
い
、
延
べ
３
，
６
８
６
人
を
支
援
し
た
。
５
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｔ
Ｙ
Ｄ
Ａ
の
医
師
が
眼
科
手
術
前
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

支
援
し
、
施
療
当
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
眼
科
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
手
術
の
準
備
も
整
え
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
　

 
Cam

bodia

●�

東
部
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
は
２
月
に
連
日
の
豪
雨
に
よ
り
洪
水
と
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
。

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
４
月
に
被
災
地
を
調
査
し
、
被
災
者
リ
ス
ト
の
再
確
認
を
行
っ

た
後
、
５
月
に
イ
タ
ク
ア
市
で
２
６
２
世
帯
に
食
糧
セ
ッ
ト
を
配
付
し
た
。
２
４
キ
ロ

の
物
資
に
は
、
米
、
油
、
豆
類
、
小
麦
粉
、
調
味
料
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
（
５
月
２
５
日
）

ブ
ラ
ジ
ル
　

 

　

Brazil

●��

慈
済
は
２
０
１
７
年
か
ら
Ｔ
Ｙ
Ｄ
Ａ
と
協
力
し
て
、
毎
年
定
期
的
に
大
規
模
な
施
療
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
に
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
医
療
協
力
及
び
緊
急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し
、
交
流
が
始
ま
っ
た
。
（
５
月
３
０
日
～
６
月
１
日
）
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慈済ものがたり慈済日本サイト

お茶で健康な自分に乾杯！

慈済のボランティアチームは、インド・ブッダガヤの８つの村で「お酒の

代わりにお茶」活動を展開した。ティーバッグを贈り、住民に飲酒の習慣

を変え、アルコール依存から抜け出して健康を取り戻すよう励ました。

（撮影・王忠義）

慈済の「お酒の代わりにお茶」健康促進プロジェクトはすでに１５年の歩み

があるが、海外の慈済人は今、仏陀の故郷でも、インド版「お酒の代わり

にお茶」活動を進めている。


